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月
か
ら
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

も
う
み
ん
な
慣
れ
ま
し
た

タ
ブ
レ
ッ
ト

議
会

令和を記念して、真庭市議会広報まにわに名前を変更しました

古
南
源
二 

議
長

緒
形
尚 

副
議
長

築
澤
敏
夫 

議
運
委
員
長

案
内
を
19
ペ
ー
ジ
に
掲
載

原
秀
樹 

総
務

河
部
辰
夫 

産
業
建
設

岡
﨑
陽
輔 

文
教
厚
生

オ
ー
ル
真
庭
市
議
会
は

事
務
局
職
員
の
力
も
あ
る

　
　
　
　
　
　
　 

by
緒
形

神
田
幸
宏 

主
事

南
俊
樹 

主
幹

河
本
京
子 

事
務
局
長

赤
松
ひ
と
み 

主
幹

平
田
延
秀 

参
事

女
性
初
の

事
務
局
長

３
人
の
常
任
委
員
長

一
丁
目
一
番
地
は

議
会
改
革
　by
古
南

今
年
も
開
催

報
告
会

語
る
会

令和

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

晴
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使
っ
た
隈
研
吾
氏
設
計
の
建
物

を
三
菱
地
所
が
建
設
、
活
用
し
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
、
解
体
し
、
真
庭
市

が
蒜
山
に
移
築
す
る
と
発
表
し
ま
し
た

議
会
は
た
だ
い
ま
調
査
研
究
中
絵
は
イ
メ
ー
ジ
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新
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所

議
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く
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さ
い

あ
た
ら
し
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あ
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議長に古南、副議長に緒形議長に古南、副議長に緒形議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

真
庭
市
監
査
委
員

真
庭
市
監
査
委
員

議
会
広
報
編
集

　特
別
委
員
会

議
会
広
報
編
集

　特
別
委
員
会

岡
山
県
中
部
環
境
施
設
組
合

議
会
議
員

岡
山
県
中
部
環
境
施
設
組
合

議
会
議
員

会員委任常務総

議　長     ・     副議長議　長     ・     副議長

会員委任常生厚教文

　平
成
31
年
４
月
17
日
に
開
催
し
た
平
成

31
年
第
２
回
臨
時
会
で
議
長
、
副
議
長
を

選
出
し
ま
し
た
。
ま
た
各
常
任
委
員
会
、

議
会
運
営
委
員
会
、
議
会
広
報
編
集
特
別

委
員
会
、
監
査
委
員
等
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出

し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　こ
の
体
制
で
２
年
間
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
体
制
が

新
体
制
が

ス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト

数
字
は
議
席
番
号 

五
十
音
順

　
真
庭
市
議
会
に
対
し
ま
し

て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。平
成
28
年
度
に
決

め
た
議
会
活
性
化
策
の
15
施

策
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
議
会

改
革
を
議
会
活
動
の
一
丁
目
一

番
地
に
据
え
、
議
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
活
性
化
の
流

れ
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
し
く
「
令
和
」
の
時
代
が

始
ま
り
、
こ
の
元
号
に
含
ま
れ

て
い
る
意
味
の
よ
う
に
市
民
み

ん
な
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合

う
中
で
、
文
化
が
生
ま
れ
育
つ

よ
う
に
、
議
員
各
位
の
持
ち
味

が
、
そ
の
立
場
で
発
揮
で
き
る

よ
う
に
、
協
調
を
頂
き
な
が

ら
、
真
庭
市
の
発
展
と
市
民
生

活
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
国
連
が
掲
げ
、
真
庭
市
も
推

進
し
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
議
会
と
執
行

部
が
両
輪
の
ご
と
く
な
る
よ

う
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

執
行
部
と
両
輪
の
ご
と
く

真
庭
市
議
会

　議
長

　古

　南

　源

　二

産業建設常任委員会

委
員
長
　
　
氏
平
　
篤
正

副
委
員
長
　
大
月
　
説
子

委
員
　
　
　
緒
形
　
　
尚

　
　
　
　
　
谷
本
　
彰
良

　
　
　
　
　
酢
本
　
　
勝

　
　
　
　
　
山
本
　
久
惠

集
合
写
真
を
24
ペ
ー
ジ
に
載
せ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
は
、
議
員
各
位
か
ら
副
議
長

に
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
そ
の
責
任
の
重

さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
我
々
議
員
は
、
一
人
ひ
と
り
が
様
々
な

立
場
の
市
民
の
想
い
を
代
表
し
て
い
ま

す
。「
み
ん
な
が
ち
が
う
」
か
ら
こ
そ
、

地
域
の
諸
課
題
に
も
多
角
的
に
向
き
合

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
互
い
の
違
い
を

認
め
合
い
、
活
発
な
議
論
を
展
開
す
る

こ
と
で
、
市
政
発
展
に
向
け
た
政
策
提

言
に
も
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
真
庭
市
議
会
の
果
た
す

べ
き
役
割
を
認
識
し
、
皆
さ
ま
の
信
用

と
信
頼
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
議
会
と

な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

信
用
と
信
頼
を
得
る

真
庭
市
議
会

　副
議
長

　
　
　

緒

　形

　
　尚

委員長

築
澤

　敏
夫

岡
﨑

　陽
輔

妹
尾

　智
之

副委員長

福
井

　荘
助

河
部

　辰
夫

原

　
　秀
樹

古
南

　源
二

柿
本

　健
治

竹
原

　茂
三

岡
﨑

　陽
輔

柴
田

　正
志

以
上
が
本
会
議
で

選
出
さ
れ
た

人
事
で
す
。

氏
平

　篤
正

議　長  古南　源二 副議長  緒形　　尚

副委員長
22 大月　説子

19 柿本　健治

２ 妹尾　智之

18 中尾　哲雄

委員長
６ 岡﨑　陽輔

24 氏平　篤正

７ 柴田　正志

11 竹原　茂三

副委員長
８ 谷本　彰良

21 小田　康文

23 築澤　敏夫

10 山本　久惠

委員長

16 入澤　廣成

４ 古南　源二

５ 福島　一則

９ 原　　秀樹
副委員長

13 酢本　　勝

１ 緒形　　尚

15 長尾　　修

17 福井　荘助

委員長
14 河部　辰夫

３ 岩本　壯八

12 庄司　史郎

20 中元　唯資
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３   　会期２月22日 ３月22日～

4億4,126万円（0.9％）増

491億1,104万円を可決しました

平成31年度当初予算

平成30年度 ３月補正予算

対 前 年 比

10億5,519万円の減額10億5,519万円の減額単位：万円、千円を四捨五入

予算特集は６ページに掲載

一般会計当初予算
特別会計当初予算

公営企業会計当初予算

２９５億８,８００万円
１３０億６,４６０万円
６４億８,８４５万円

【主な内容】今回の一般質問は14人
・平成31年度当初予算13件及び補正予算13件 議案24件を可決
・井口利美教育委員を再任 人権擁護委員２名を同意 陳情１件を趣旨採択

518億4,046万円518億4,046万円 　31億7,907万円（5.8％）減　31億7,907万円（5.8％）減補正後予算額 対 前 年 比

　

一
般
会
計
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
国
土
調
査
事

業
４
１
０
万
円
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

３
７
７
万
円
を
増
額
。
総
務
費
は
旧
落
合
庁
舎
解

体
事
業
等
１
億
６
，
４
２
５
万
円
、
民
生
費
は
生

活
保
護
費
の
減
額
等
に
よ
り
２
億
５
，
８
８
２
万

円
、
土
木
費
は
道
路
新
設
改
良
事
業
等
事
業
費
確

定
に
よ
り
２
億
５
４
万
円
、
災
害
復
旧
費
は
事
業

費
見
込
に
よ
る
４
億
４
，
２
６
９
万
円
を
そ
れ
ぞ

れ
減
額
し
、
諸
支
出
金
（
決
算
剰
余
金
積
立
等
）

に
９
億
４
，
１
４
７
万
円
を
増
額
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
消
費
税
法
改
正
に
よ
り
、
真

庭
市
消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
に
伴
う
使
用
料
に
係
る

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
10
月
１
日
よ
り

水
道
料
金
や
下
水
道
料
金
は
、
消
費

税
率
が
８
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

税
率
の
引
上
げ
が
再
延
期
さ
れ

た
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。

消
費
税
引
上
げ
が
延
期
し
た

場
合
、
施
行
を
延
期
す
る
。

旧落合庁舎がなくなりました　さみしいです

単位：万円平成30年度３月補正　会計別予算集計表

千円を四捨五入

３月補正額

△80,484

△4,911

△5,996

△1,780

△134

△7,532

△10

△8

0

△903

△21,275

△2,425

△2,201

2,232

△1,368

△3,761

△105,519

補正後予算額

3,181,961

521,834

72,056

612,487

4,927

96,378

9,199

2,858

785

13,137

1,333,662

27,190

123,673

340,519

177,042

668,424

5,184,046

会　計　名

一　般　会　計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

介護保険特別会計

（介護サービス事業勘定）

簡易水道事業特別会計

浄化槽事業特別会計

津黒高原観光事業特別会計

クリエイト菅谷事業特別会計

温泉事業特別会計

特別会計合計

農業共済事業特別会計

水道事業会計

下水道事業会計

国民健康保険湯原温泉病院

事業会計

公営企業会計合計

合　　　　　計

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
３
７
７
万
円
を
増
額

Q：Question=問　A：Answer=答

A Q

消
費
税
ア
ッ
プ
で・・・
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３
月
19
日
の
予
算
審
査
特
別
委
員

会
で
、
全
て
の
予
算
案
が
可
決
さ
れ
た

後
、「
目
木
構
解
体
撤
去
費
用
の
予
算
の

執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
、
保
存
・
研

究
団
体
等
に
対
し
て
合
意
形
成
の
た

め
の
最
善
の
努
力
を
求
め
る
」
附
帯
決

議
案
が
岡
﨑
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
ま

し
た
。起
立
採
択
が
行
わ
れ
、賛
成
少
数

と
な
り
、こ
の
案
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
附
帯
決
議
案
に
賛
成
し
た
議

員
・
・
・
福
島
一
則
、
岡
﨑
陽
輔
、
中
尾

哲
雄
議
員

　

真
庭
市
と
津
山
圏
域
消
防
組

合
が
事
務
委
託
に
関
す
る
規
約

を
締
結
し
、
鏡
野
町
富
の
一
部

（
大
地
地
区
・
楠
地
区
・
兼
秀
地

区
）
に
対
し
、
真
庭
消
防
署
が
救

急
出
動
を
開
始
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

対
象
地
区
は
、
人
口
109
人
、
戸

数
45
件
で
、
搬
送
病
院
は
真
庭
市

が
多
く
、
奥
津
出
張
所
か
ら
の
出

動
よ
り
８
分
～
20
分
真
庭
消
防

署
の
方
が
早
く
現
場
到
着
で
き

ま
す
。

　

集
落
支
援
員
は
、
新
た
に
設
置

す
る
邑
づ
く
り
会
議
に
お
い
て
、

地
域
づ
く
り
を
よ
り
推
進
し
て

い
く
た
め
、
希
望
す
る
地
域
に
配

置
さ
れ
ま
す
。
小
学
校
単
位（
24

校
区
）で
１
人
、
週
１
日
、
年
間
50

日
を
目
途
に
活
動
し
、
日
額
８
，

３月定例会３月定例会

主な

議決
内容

集落支援員の委嘱式

A Q

　平成28年度から、樫邑・余野幼稚園は合同保育を

開始し、29年度にそれぞれの地域・保護者に申込数

が10人未満の場合、30年度から休園、31年度から

閉園することを説明されました。30年度申込数１名

で、30年度から両幼稚園を休園とし、31年度申込

数が10人未満

のため、31年

度より両幼稚

園を閉園する

こととなりま

した。

　なお、10人

を超える入園

希望があった

場合、再開も

検討されます。

Q：Question=問　A：Answer=答

臨時会
議長に古南源二、副議長に緒形尚

０
０
０
円
の
報
酬
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
希
望
す
る
地
域
は
、
集
落

支
援
員
を
推
薦
し
て
下
さ
い
。
現

在
、
上
水
田
他
３
つ
の
地
域
で
集

落
支
援
員
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

集
落
支
援
員
は
、
遷
喬
小

学
校
区
の
よ
う
に
大
き
な

校
区
も
１
人
な
の
か
。

学
区
の
大
き
さ
に
関
わ
ら

ず
１
人
と
考
え
て
い
る
。

　

真
庭
市
議
員
報
酬
及
び
特
別

職
給
料
等
審
議
会
は
、
市
長
か

ら
の
諮
問
を
受
け
、
市
議
会
か
ら

議
会
改
革
の
考
え
や
取
組
状
況

の
説
明
、
真
庭
市
政
策
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
意
見
を
交
え
計
４
回
開

催
し
ま
し
た
。

　

11
月
22
日
、
市
長
へ
議
員
の
報

酬
を
５
万
円
引
き
上
げ
35
万
円

と
し
、
そ
れ
以
外
は
据
え
置
く
こ

と
が
適
当
と
の
答
申
を
提
出
し

ま
し
た
。

　

市
長
は
答
申
を
踏
ま
え
、
議
員

報
酬
を
引
き
上
げ
る
た
め
条
例

を
改
正
し
ま
し
た
。
施
行
は
、
公

布
の
日
か
ら
６
月
を
超
え
な
い

範
囲
で
定
め
ら
れ
ま
す
。

小
学
校
区
に
集
落
支
援
員

目
木
構
撤
去
に

 

住
民
合
意
を
求
め
る

　
附
帯
決
議
案
は
否
決

真
庭
消
防
署
が

鏡
野
町
富
へ
出
動

議
員
報
酬
が

５
万
円
引
き
上
げ

　４月 17日第２回真庭市議会臨時会を開き、公用

車事故及び税条例の専決処分の報告、議会選出監

査委員に氏平篤正を再任する人事案に同意、消費

増税に伴い、65歳以上の低所得者の介護保険料軽

減を拡大する条例案１件を可決しました。

　また、議長、副議長選挙を行い、議長に古南源二、

副議長に緒形尚を選出しました。選挙の結果は次

のとおり。　　　　　　　　　　　　　 敬称略

▶議長選挙：古南源二８票　福島一則６票　竹原

茂三３票　無効７票　立候補者は古南源二、福島

一則の２名でした。▶副議長選挙：緒形尚15票　福

井荘助７票　無効２票

樫邑・余野幼稚園閉園

閉園した樫邑幼稚園

Q：Question=問5



　・生ごみ等資源化施設整備事業    

　　　 5,668万円

　・生ごみ資源化地域産業事業

6,186万円

　・舗装長寿命化事業

1億5,000万円

5 「ひと」と「まち」の将来に責任

を持つ市役所  148億7,000万円

　・湯原振興局庁舎移転事業

　3億7,395万円

　・真庭市ホームページ更新事業                                      

1,800万円

一般会計 予算主要事業
１ 真庭市民の誇りと責任

　　　　　　　　4億2,500万円

２ ライフスタイルを実現する可 

　 能性の進化   79億3,900万円

　・放課後児童健全育成事業

1億17万円

　・乳幼児・児童生徒医療費給付

事業　　     1億8,014万円

　・小学校空調設備整備事業

6億704万円

予 算
　・学校給食施設整備事業

1億8,837万円

　・地域医療介護総合確保基金

事業　           7,840万円

3 多彩で循環性のある持続可

　能なまち     20億6,400万円

　・未来集落形成モデル事業

(湯原・蒜山）    　1,473万円

　・東京圏からの移住推進事業

1,100万円

　・有害鳥獣対策事業8,196万円

　・林業成長産業化地域創出

モデル事業　　　2,927万円

4 生活しやすく品格のある都市

　             42億9,000万円

　・消防湯原分署移転事業

2億3,905万円

　・蒜山ライディングパーク

施設整備事業    2,333万円

　3月18日、19日、議長を除く23人の議員で予算審査特別委員会が開催

され、当初予算と補正予算の概要について各部局長、課長等から説明が

あり、委員から多くの質問があった後、すべて原案どおり可決しました。

　令和元年度一般会計の予算規模は歳入歳出とも 295億 8,800万円で前年

度に対し、５億7,800万円、２%の増となっています。これは小学校空調設備事

業、湯原振興局、消防湯原分署移転事業を計上。また、市民の命を守る防災

対策事業や、持続可能な地域発展を目指した事業（ＳＤＧｓ）も実施します。

一般会計当初予算   295億8，８００万円 前年比
２％増

特別会計・企業会計を含めた全会計の合計は、約491億円

令　和
元年度

委員長
築澤敏夫
副委員長
谷本彰良

歳入（296億円）の構成割合

総務費
12％

人件費
21％

扶助費
10％

公債費
14％物件費

16％

補助費等
14％

普通建設事業費
13％

繰出金
７％

民生費
26％

衛生費
９％

土木費
10％

教育費
12％

公債費
14％

農林水産業費
６％

商工費
６％

歳出（性質別）の構成割合

296億円

議会費
１％その他

３％

その他
５％

消防費
５％

写真は米来小学校　市内18の小学校（２校設置済み）にエアコンが設置されます

（単位：万円）平成31年度 当初予算会計別一覧表

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

介護保険特別会計

（介護サービス事業勘定）

簡易水道事業特別会計

浄化槽事業特別会計

津黒高原観光事業特別会計

クリエイト管谷事業特別会計

温泉事業特別会計

特別会計合計

水道事業会計

下水道事業会計

国民健康保険湯原温泉病院

事業会計

公営企業会計合計　　

491,462

76,626

608,599

5,052

99,278

8,683

2,078

757

13,924

1,306,459

114,753

344,254

189,837

648,844

湯原保健福祉センターへ消防分署が移転
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令和
元年

市民と
語る会+元年
市民と
語る会

令和

開催日時：７月１日（月）
　　　　　午後１時～
会　　場：東町住宅臨時集会所

開催日時：７月２日（火）
　　　　　午後７時30分～
会　　場：久世公民館

開催日時：７月１日（月）
　　　　　午後７時30分～
会　　場：月田公民館

開催日時：７月３日（水）
　　　　　午後７時～
会　　場：落合総合センター

開催日時：７月２日（火）
　　　　　午後１時30分～
会　　場：旧上田小学校

出席議員：◎築澤　敏夫
　３班　　○氏平　篤正
   　　　　　岩本　壯八
　　　　　　小田　康文
   　　　　　柿本　健治
　　　　　　庄司　史郎

出席議員：◎築澤　敏夫
　３班　　○氏平　篤正
   　　　　　岩本　壯八
　　　　　　小田　康文
   　　　　　柿本　健治
　　　　　　庄司　史郎

市民と語る会で使用する、付せん紙をイメージして
います。今年も皆さんに意見を書いていただきます。

ピンクの会場は該当自治会のみの参加となります。青の会場はどなたでも参加できます。ご参加お待ちしています。

◎班長　○副班長

出席議員：◎原　　秀樹   
　２班　　○妹尾　智之
　　　　　　大月　説子     
　　　　　　緒形　　尚
　　　　　　谷本　彰良    
　　　　　　中元　唯資

出席議員：◎初本　　勝  
　４班　　○中尾　哲雄
　　　　　　岡﨑　陽輔     
　　　　　　長尾　　修
　　　　　　福島　一則      
　　　　　　山本　久惠

出席議員：◎初本　　勝  
　４班　　○中尾　哲雄
　　　　　　岡﨑　陽輔      
　　　　　　長尾　　修
　　　　　　福島　一則      
　　　　　　山本　久惠

ざっく
ばらん

地域の課題を

語ろう

に

開催日時：７月５日（金）
　　　　　午後７時～
会　　場：富原公民館

出席議員：◎原　　秀樹
　２班　　○妹尾　智之
　　　　　　大月　説子
　　　　　　緒形　　尚
　　　　　　谷本　彰良
　　　　　　中元　唯資

開催日時：７月３日（水）

　　　　　午後７時～
会　　場：荒田公民館

出席議員：◎初本　　勝  

　４班　　○中尾　哲雄

　　　　　　岡﨑　陽輔      

　　　　　　長尾　　修

　　　　　　福島　一則      

　　　　　　山本　久惠

開催日時：７月５日（金）
　　　　　午後７時～
会　　場：富原公民館

出席議員：◎原　　秀樹
　２班　　○妹尾　智之
　　　　　　大月　説子
　　　　　　緒形　　尚
　　　　　　谷本　彰良
　　　　　　中元　唯資

開催日時：７月５日（金）
　　　　　午後７時～
会　　場：八幡公民館

出席議員：◎入澤　廣成
　１班　　○福井　荘助
　　　　　　河部　辰夫
　　　　　　古南　源二
　　　　　　柴田　正志
　　　　　　竹原　茂三

開催日時：７月４日（木）
　　　　　午後７時～
会　　場：蒜山振興局大会議室

出席議員：◎入澤　廣成
　１班　　○福井　荘助
　　　　　　河部　辰夫   
　　　　　　古南　源二
　　　　　　柴田　正志   
　　　　　　竹原　茂三

開催日時：７月４日（木）
　　　　　午後７時～
会　　場：北房文化センター
　　　　　研修室

出席議員：◎原　　秀樹   
　２班　　○妹尾　智之
　　　　　　大月　説子     
　　　　　　緒形　　尚
　　　　　　谷本　彰良    
　　　　　　中元　唯資

開催日時：７月３日（水）
　　　　　午後７時30分～
会　　場：才東集会所（川上）

出席議員：◎築澤　敏夫
　３班　　○氏平　篤正
　　　　　　岩本　壯八    
　　　　　　小田　康文
　　　　　　柿本　健治    
　　　　　　庄司　史郎

開催日時：７月３日 (水）
　　　　　午後７時～
会　　場：社コミュニティハウス

出席議員：◎入澤　廣成
　１班　　○福井　荘助
　　　　　　河部　辰夫   
　　　　　　古南　源二
　　　　　　柴田　正志   
　　　　　　竹原　茂三

議会報告会
MANIWA CITY

ぜひ
お越し
下さい

　　　　　　中元　唯資



　

本
委
員
会
で
は
、
12
月
13
日
及
び
２
月
８

日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
各
担
当
部
局
の
出

席
を
求
め
、
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
高
等
教
育
機
関
の
立
地
可
能
性
を
調
査

　

若
者
定
住
を
目
指
し
、
新
規
事
業
と
し

て
真
庭
の
地
域
資
源
や
立
地
条
件
に
あ
っ

た
高
等
教
育
機
関
等
の
立
地
可
能
性
に
つ

い
て
の
調
査
を
す
る
「
真
庭
市
の
特
性
を

踏
ま
え
た
高
等
教
育
機
関
等
立
地
可
能
性

調
査
事
業
」
を
行
う
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

■
地
域
に
よ
る
空
き
家
調
査
を
支
援

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
（
地
域

に
よ
る
空
き
家
調
査
補
助
金
）
は
、
地
域

自
主
組
織
等
が
主
体
と
な
り
、
空
き
家
調

査
を
実
施
し
た
場
合
、
補
助
金
を
交
付
す

る
も
の
で
す
。
地
域
の
中
に
ど
の
程
度
空

き
家
が
あ
る
の
か
住
民
が
実
感
し
、
地
域

で
空
き
家
問
題
を
真
剣
に
考
え
る
機
会
を

つ
く
り
、
空
き
家
の
予
防
と
有
効
活
用
を

検
討
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

空
き
家
調
査
補
助
金
は
単
年
度
の
も

の
か
。
継
続
す
る
の
か
。
調
査
し
な

い
組
織
に
対
し
て
は
ど
う
す
る
の
か
。

と
し
て
い
ま
す
が
、
結
成
率
が
現
状
７
割

程
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、地
域
自
主
組
織
へ

も
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

個
別
支
援
計
画
に
つ
い
て
、
要
支
援

１
，
２
、
介
護
認
定
を
受
け
た
方
は
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
情
報
を
持
っ
て
い
る
。

連
携
は
ど
う
な
の
か
。

個
別
支
援
計
画
は
自
主
防
災
組
織

に
策
定
の
協
力
を
頂
き
、
各
校
区

の
連
絡
協
議
会
の
場
に
お
い
て
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
社
協
、
警
察
、
消
防
団
、

民
生
委
員
等
と
協
議
の
中
で
進
め
て
い
き

た
い
。

ま
ず
意
欲
の
あ
る
と
こ
ろ
に
お
願

い
し
、
事
業
を
進
め
て
い
く
。
来

年
度
以
降
は
状
況
に
応
じ
て
検
討
し
て
い

く
。
多
く
の
組
織
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
よ
う
丁
寧
に
説
明
す
る
。

■
首
都
圏
か
ら
の
移
住
を
推
進

　

首
都
圏
か
ら
真
庭
市
に
移
住
し
、
市
内

の
中
小
企
業
へ
就
職
し
た
者
へ
補
助
金
を

交
付
す
る
も
の
で
す
。
対
象
者
は
東
京
23

区
に
５
年
以
上
居
住
し
、
岡
山
県
が
開
設

す
る
就
業
支
援
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
を
経

由
し
て
真
庭
市
の
企
業
に
就
職
し
た
者
で

補
助
金
額
は
100
万
円
と
の
こ
と
で
す
。

東
京
一
極
集
中
を
是
正
す
る
た
め
の

国
主
導
の
政
策
で
は
。
他
地
域
か
ら

人
を
呼
び
込
む
独
自
の
施
策
は
あ
る
か
。

こ
の
制
度
は
、
元
々
は
国
の
事
業
で

は
あ
る
が
、
太
田
市
長
が
国
に
対
し

て
提
言
し
、
実
現
し
た
事
業
で
あ
る
。
人

口
減
少
対
策
は
、
空
き
家
調
査
を
含
め
、

地
域
が
力
を
つ
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

■
地
域
防
災
説
明
会
を
開
催

　

平
成
30
年
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、

蒜
山
か
ら
北
房
ま
で
20
回
地
域
防
災
説
明

AA

Q

Q《

危
機
管
理
課
》

A Q

会
を
開
催
し
、
延
べ
994
人
の
参
加
を
頂
き

ま
し
た
。
①
自
主
防
災
組
織
の
設
立
②
自

主
防
災
組
織
の
強
化
③
個
別
避
難
計
画
書

づ
く
り
④
指
定
緊
急
避
難
場
所
の
見
直
し

の
４
つ
の
テ
ー
マ
で
課
題
の
抽
出
を
行
い

ま
し
た
。

　

説
明
会
で
の
主
な
課
題
と
し
て
は
、

⑴
「
地
域
内
の
様
々
な
組
織
と
の
連
絡
体

制
が
必
要
」
民
生
委
員
、
消
防
団
、
消
防

署
等
。
⑵
「
危
機
感
が
無
い
」
地
域
の
関

心
が
薄
い
、
災
害
経
験
が
無
く
設
立
意
識

が
低
い
。
⑶
「
避
難
場
所
の
見
直
し
が
必

要
」
⑷
「
リ
ー
ダ
ー
が
い
な
い
」
高
齢
化

が
問
題
、防
災
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
。
⑸「
個

別
避
難
計
画
を
作
成
す
る
上
で
、
個
人
情

報
の
取
り
扱
い
が
分
か
ら
な
い
」
そ
の
他

で
は
、
自
治
会
長
が
短
期
で
交
代
す
る
こ

と
、
組
織
内
の
自
治
会
ご
と
で
防
災
意
識

に
差
が
あ
る
等
多
く
の
意
見
が
あ
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
小
学
校
単
位

を
基
本
と
し
た
、
自
主
防
災
組
織
連
絡
協

議
会
で
、
課
題
解
決
に
向
け
た
協
議
を
引

き
続
き
行
い
ま
す
。
個
別
避
難
計
画
の
策

定
を
自
主
防
災
組
織
と
協
働
で
行
う
こ
と

《
総
合
政
策
部
》

総務常任委員会総務常任委員会

Q：Question=問　A：Answer=答

２月３日に開催された「みんなで防災in真庭」　勝山文化センター
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本
委
員
会
で
は
12
月
17
日
、
１
月
29
日
、

２
月
８
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
各
担
当

部
局
の
出
席
を
求
め
、
調
査
研
究
を
行
い

ま
し
た
。

■
給
食
費
会
計
の
公
平
・
透
明
化
に
向
け
て

　

学
校
給
食
費
は
学
校
給
食
法
の
規
定
に

よ
り
、
学
校
給
食
を
受
け
る
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
真
庭
市
は
、
学
校
ま
た
は
調
理
場

が
保
護
者
か
ら
集
金
し
て
、
こ
れ
を
食
材

業
者
に
支
払
う
「
私
会
計
」
方
式
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
事
務
負
担
や
管
理
の
不
透
明

さ
と
い
っ
た
課
題
に
適
切
に
対
応
す
る
た

め
、
市
の
予
算
と
し
て
取
り
扱
う
「
公
会

計
」
化
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
こ

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

来
年
４
月
か
ら
公
会
計
に
移
行
す
る
に

あ
た
り
、
今
年
度
か
ら
給
食
費
は
市
内
統

一
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
一
食
あ
た
り
小

学
校
270
円
・
中
学
校
310
円
）

滞
納
し
た
場
合
の
対
応
は
。
子
ど
も

が
給
食
を
食
べ
ら
れ
な
い
と
い
う
事

態
に
な
ら
な
い
よ
う
な
配
慮
は
あ
る
の
か
。

Q：Question=問　A：Answer=答

期
設
置
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
今
年
度

か
ら
、
地
域
ぐ
る
み
で
障
が
い
者
の
雇
用

機
会
の
拡
大
を
図
る
新
た
な
取
り
組
み
が

始
ま
り
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
障
害
者
雇
用
の
法
定
義
務

を
課
せ
ら
れ
て
い
な
い
雇
用
者
数
45
人
未

満
の
事
業
所
が
多
い
た
め
、
そ
う
し
た
中

小
企
業
や
農
業
経
営
者
に
対
し
て
も
広
く

障
が
い
へ
の
理
解
を
促
進
し
、
連
携
体
制

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、
就
労
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
や
新
た
な
就
労
機
会
の
創

出
を
目
指
し
て
い
く
と
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、「
議
会
か
ら
市
へ
政
策
提

言
を
行
っ
た
『
障
が
い
者
の
就
労
支
援
』
に

向
け
た
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
考
え
る
」

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
生
き
る
こ
と
の
支
援
と
し
て
の
取
り
組

　

み
を

　

国
が
定
め
る
「
自
殺
総
合
対
策
大
綱
」

の
基
本
理
念
を
ふ
ま
え
、
地
域
レ
ベ
ル
で

の
実
践
的
な
取
り
組
み
を
行
う
た
め
、「
輝

く
命　

輝
く
地
域　

輝
く
真
庭
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
「
だ
れ
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ

る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し

て
策
定
を
進
め
て
い
る
「
真
庭
市
自
殺
対

策
計
画
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
相
談
窓
口
の
体
制
や
孤
立

化
の
問
題
、
地
域
の
関
わ
り
方
や
居
場
所

づ
く
り
の
課
題
等
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

し
、
執
行
部
に
対
し
て
、
計
画
を
実
効
性

の
あ
る
も
の
と
し
て
推
進
し
て
い
く
よ
う

求
め
ま
し
た
。

■
共
に
働
く
機
会
が
広
が
る
よ
う
に

　

障
が
い
者
の
就
業
面
・
生
活
面
で
の
一

体
的
な
支
援
を
行
う
「
障
害
者
就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
真
庭
地
域
へ
の
早

経
済
的
に
払
え
な
い
場
合
は
、
就
学

援
助
や
児
童
手
当
か
ら
の
徴
収
や
、

福
祉
部
門
と
の
連
携
等
の
対
策
を
考
え
て

い
る
。

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
新
た
な
体
制
づ
く
り

　

平
成
28
年
策
定
の
「
真
庭
市
ス
ポ
ー
ツ

振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
掲
げ
る
理
念
等
を
実

現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
針
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

真
庭
市
全
体
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
向
け

た
新
体
制
構
築
の
た
め
、
お
ち
あ
い
振
興
公

社
を
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目
的
と
し
た
公

益
法
人
に
改
組
し
、
関
係
団
体
の
連
携
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
南
部
を
中
心
と
し
た
市

全
体
の
施
設
管
理
と
市
内
全
域
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
を
担
う
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　　
元
々
行
っ
て
き
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興

や
公
共
施
設
の
管
理
と
い
っ
た
公

益
性
が
あ
る
事
業
を
よ
り
実
施
し
や
す
く

な
る
上
、
財
団
法
人
と
し
て
の
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
で
し
っ
か
り
と
し
た
組
織
を

も
っ
て
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

AA

Q

Q

《

教
育
委
員
会
》

誰でも気軽に楽しめるスポーツ体験イベント「真庭フレンドパーク」

文教厚生常任委員会文教厚生常任委員会

《

生
活
環
境
部
》

公
益
法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

《

健
康
福
祉
部
》
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る
既
成
事
実
を
つ
く
る
よ
う
だ
っ
た
ら
議
会

は
必
要
な
い
の
で
は
な
い
か
。
企
業
が
す
べ

き
こ
と
を
行
政
が
前
面
に
出
て
行
わ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
か
。
蒜
山
の
景
観
に
合
う

の
か
。

議
会
と
の
情
報
共
有
や
意
見
交
換

を
も
と
に
進
め
る
べ
き
で
、
施
設
が

将
来
に
わ
た
っ
て
蒜
山
、
真
庭
の
観
光
に

大
き
く
寄
与
す
る
た
め
に
、
経
済
効
果
な

ど
今
後
調
査
や
計
画
し
て
い
く
。

■
湯
本
・
足
温
泉
館
の
開
館
時
間
を
短
縮

　

平
成
19
年
か
ら
の
累
積
赤
字
額
は
、
湯

本
温
泉
館
が
１
，
５
０
０
万
円
、
足
温
泉

館
が
５
，
２
７
０
万
円
で
、
配
湯
事
業
の

収
益
か
ら
補
て
ん
し
て
い
る
状
況
。
早
期

に
経
営
改
善
が
必
要
で
、
お
客
が
少
な
い

時
間
帯
を
閉
館
し
、
開
館
時
間
を
短
縮
し

て
、
人
件
費
や
光
熱
水
費
を
削
減
し
て
い

く
と
の
こ
と
で
す
。

開
館
時
間
短
縮
に
よ
る
経
費
削
減
効

果
は
い
く
ら
か
。
入
浴
が
無
料
と
な

る
湯
株
の
対
象
者
に
つ
い
て
、
未
来
永
劫
無

料
な
の
か
、
市
に
な
っ
て
何
年
も
経
つ
中
で

一
定
料
金
は
い
た
だ
く
べ
き
で
あ
り
、
改
善

す
べ
き
と
思
う
が
。

平
成
29
年
度
決
算
ベ
ー
ス
で
試
算

す
る
と
、
湯
本
温
泉
館
で
350
万
円
、

足
温
泉
館
で
200
万
円
程
度
、
収
支
が
改
善

す
る
見
込
み
。
旧
湯
株
主
は
、
湯
本
温
泉

館
で
20
世
帯
、
足
温
泉
館
は
12
世
帯
で
あ

り
、
今
後
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　

現
在
落
ち
込
ん
で
い
る
真
庭
市
、
特
に

蒜
山
高
原
の
観
光
振
興
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

効
果
、
滞
在
型
観
光
客
増
に
よ
る
地
域
経

済
へ
の
寄
与
な
ど
を
目
的
に
、
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
や
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
レ
ス
ト

ラ
ン
喫
茶
な
ど
の
休
憩
、
地
元
産
品
販
売
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。
東
京
か
ら
の
移
築
費
用
は

15
～
16
億
円
、
補
助
金
等
を
除
い
た
市
の

実
質
負
担
は
約
５
億
円
を
見
込
ん
で
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

　

経
過
と
し
て
は
、
11
月
初
め
に
話
が
あ

り
、
12
月
初
め
ま
で
は
費
用
の
点
で
折
り

合
わ
な
か
っ
た
が
、
最
終
的
に
１
月
25
日

に
事
業
を
実
施
す
る
判
断
を
し
た
。
２
月

14
日
の
記
者
会
見
ま
で
に
情
報
が
漏
れ
る

と
本
体
事
業
に
影
響
が
及
ぶ
た
め
、
議
会

に
協
議
・
報
告
が
で
き
な
か
っ
た
。
大
変

に
心
苦
し
い
が
、
ぜ
ひ
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
と
の
説
明
で
し
た
。

情
報
管
理
は
わ
か
る
が
、
大
き
な
経

済
効
果
を
も
た
ら
し
、
投
資
し
た
お

金
が
十
分
回
収
さ
れ
る
見
通
し
が
あ
る
な

ら
と
も
か
く
、
ま
だ
計
画
も
な
い
段
階
で
事

業
を
決
め
て
し
ま
っ
て
、
マ
ス
コ
ミ
発
表
す

《
湯
原

振
興
局
》

A

Q

Q：Question=問　A：Answer=答

■
蒜
山
高
原
の
新
た
な
観
光
拠
点
に

　

真
庭
市
と
三
菱
地
所
株
式
会
社
、
隈
研

吾
建
築
都
市
設
計
事
務
所
が
共
同
で
取
り

組
む
事
業
で
、
三
菱
地
所
が
事
業
主
と
な

り
、
東
京
・
晴
海
の
選
手
村
近
く
の
土
地

に
隈
研
吾
事
務
所
の
デ
ザ
イ
ン
監
修
の
も

と
、
真
庭
市
産
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
材
を
使
用
し
た

施
設
が
建
築
さ
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了

後
に
蒜
山
地
域
に
移
築
さ
れ
ま
す
。

　

本
委
員
会
で
は
、12
月
14
日
及
び
２
月
12

日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
各
担
当
部
局
の
出

席
を
求
め
、
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
液
肥
農
業
利
用
は
８
千
ｔ

　

液
肥
の
製
造
と
活
用
計
画
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
生
ご
み
等
資
源
化
施

設
の
フ
ル
稼
働
（
２
０
２
９
年
度
）
を
想

定
し
た
数
値
で
は
、
製
造
さ
れ
る
液
肥
が

約
８
千
ｔ
に
対
し
、
市
民
向
け
の
ミ
ニ
タ

ン
ク
で
約
４
千
ｔ
、
蒜
山
、
落
合
・
久
世
、

北
房
地
域
で
の
水
稲
で
約
４
千
ｔ
を
農
業

利
用
す
る
計
画
で
す
。
点
在
し
た
圃
場
で

は
散
布
効
率
が
落
ち
る
た
め
、
集
落
営
農

の
組
織
化
や
農
地
集
積
を
今
後
５
年
間
か

け
て
進
め
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

■
ヨ
ー
グ
ル
ト
サ
ミ
ッ
ト
が
真
庭
で
開
催

　

昨
年
10
月
に
茨
城
県
小お

美み

玉た
ま

市
で
初
め

て
開
催
さ
れ
た
全
国
ヨ
ー
グ
ル
ト
サ
ミ
ッ

ト
が
、
第
２
回
と
し
て
真
庭
市
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
当
地
ヨ
ー

グ
ル
ト
の
知
名
度
向
上
、
牛
乳
・
乳
製
品

の
消
費
拡
大
、
参
加
者
と
の
交
流
を
通
じ

た
真
庭
市
の
魅
力
発
信
等
を
目
的
に
、
９

月
末
の
「
海
の
市
・
山
の
市
」
と
合
同
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

《

産

業

観

光

部

》

産業建設常任委員会産業建設常任委員会

A Q

初めて開催されたヨーグルトサミット　茨城県小美玉市
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格
取
得
、
奨
学
金
返
還
支
援
策
の

実
施
。

　

②
職
員
負
担
が
増
え
な
い
よ

う
に
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
で
き

る
業
務
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
外
部
委
託
す
る
。

　

①
森
林
経
営
管
理
法
に
基
づ

く
計
画
策
定
事
務
に
従
事
す
る

専
門
職
員
の
確
保
は
。

　

②
昨
年
７
月
の
豪
雨
災
害
は
、

広
範
で
膨
大
な
た
め
復
旧
に
は

時
間
を
要
す
る
が
、
今
春
の
農
作

業
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う

努
力
を
求
め
た
い
。

　

③
猿
に
よ
る
ブ
ド
ウ
等
果
樹

の
被
害
が
深
刻
に
な
っ
て
お
り
、

早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

　

①
専
門
的
な
人
材
は
不

足
し
て
い
る
。
県
の
森
林
経

営
管
理
制
度
推
進
人
材
バ

ン
ク
、
国
の
森
林
制
度
の
活

用
で
人
材
確
保
を
行
う
。

　

②
農
繁
期
に
向
け
て
１

件
で
も
多
く
の
復
旧
に
努

め
る
。

　

③
捕
獲
金
２
万
円
で
捕

獲
に
努
め
る
。

な
ど
地
域
共
同
業
務
を
担
う
仕

組
み
を
作
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

現
行
制
度
と
の
関
係
を
伺
う
。

　

地
域
を
維
持
し
て
い
く
た
め

旧
小
学
校
単
位
の
小
さ
な
拠
点

を
つ
く
り
、
地
域
集
落
支
援
員
等

の
サ
ポ
ー
タ
ー
も
入
れ
て
支
援

し
て
い
く
。

　

真
庭
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

は
、
交
通
空
白
地
域
の
足
確
保
策

と
し
て
極
め
て
重
要
と
考
え
る
。

損
得
だ
け
で
議
論
す
べ
き
で
は

な
く
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
な

が
ら
移
動
手
段
を
確
保
す
べ
き
。

　

地
域
に
お
け
る
足
の
確
保
は

重
要
で
あ
っ
て
損
得
だ
け
で
議
論

す
る
気
は
な
い
。
交
通
不
便
地
域

に
お
け
る
公
共
交
通
の
利
用
範

囲
を
拡
大
し
て
足
を
確
保
し
赤

字
削
減
も
出
来
な
い
か
考
え
る
。

　

合
併
15
年
を
迎
え
る
が
、
人
口

は
15
％
減
少
、
財
政
状
況
は
、
基

金
残
高
274
億
円
と
大
き
く
改
善

し
た
。
住
民
の
生
活
環
境
が
ど
の

様
に
変
化
し
た
か
総
括
を
行
う

べ
き
と
考
え
る
。

　

15
年
を
迎
え
議
員
・
市
民
の
方

に
意
見
を
出
し
て
頂
き
次
に
向

か
っ
て
進
ん
で
い
き
た
い
。

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
主
体

と
な
っ
て
防
災
減
災
、
介
護
予
防 真庭市議会

３月定例会

答
太
田
市
長

美甘地区森林整備

会
派
代
表
質
問

　

①
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

実
施
に
伴
い
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確

保
策
は
大
丈
夫
か
。

　

②
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

や
ポ
イ
ン
ト
還
元
策
実
施
に
よ
り

通
常
業
務
に
支
障
が
及
ぶ
の
で
は

な
い
か
人
的
確
保
策
を
問
う
。

　

①
確
保
策
と
し
て
保
育
士
資

　

北
房
地
区
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
と
し
て
利
用
し
て
い
る
施
設

の
条
例
な
ど
の
整
理
は
ど
の
様

に
な
っ
て
い
る
か
。
学
童
保
育
支

援
策
は
議
会
も
政
策
提
言
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
施
設
整
備
に
あ

た
っ
て
は
、
市
内
全
域
を
念
頭
に

置
い
た
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。

　

北
房
の
施
設

は
、
学
校
施
設
と

一
体
的
に
出
来
な

い
か
調
整
を
行
っ

て
い
る
。
学
校
施

設
を
積
極
的
に

活
用
し
て
い
く
基

本
方
針
を
決
め

て
教
育
委
員
会

と
連
携
し
な
が

ら
場
所
の
確
保

に
努
め
る
。

問柿

本

健

治

未
来
代
表

合
併
の
総
括
を
伺
う

公
の
施
設
の
設
置
運
営

農
林
業
対
策
の
充
実
を

消
費
税
の
増
税
対
応

人
口
減
少
社
会
と

住
民
自
治

問

問

問

問

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

問
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こ
の
度
の
晴
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
市
長

も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
手
続
き

上
の
問
題
が
あ
る
。
議
会
に
一
切

の
説
明
、
報
告
も
な
く
推
し
進
め

た
こ
と
は
、
不
適
切
な
対
応
だ
っ

た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
議
会

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

　

行
政
に
お
い
て
は
施
策
の
実

行
に
お
け
る
プ
ロ
セ
ス
も
大
事

で
あ
る
。
プ
ロ
セ
ス
を
な
い
が
し

ろ
に
す
れ
ば
、
誰
が
、
ど
こ
で
、

ど
の
よ
う
に
し
て
物
事
が
決
ま
っ

て
行
う
こ
と
に
な
っ
た
か
分
ら

ず
、
市
民
に
対
し
て
説
明
責
任
が

果
た
せ
な
く
な
る
。
行
政
施
策
の

実
行
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

　

今
か
ら
思
う
と
、
結
果
と
し
て

も
う
少
し
何
か
お
伝
え
す
る
方

法
が
な
か
っ
た
の
か
、
記
者
発
表

の
場
で
感
じ
た
が
、
三
菱
地
所
側

の
総
事
業
費
が
い
く
ら
か
と
い

　

②
こ
れ
か
ら
始
め
る
こ
と
で

あ
り
、
経
過
を
見
な
が
ら
改
善
、

改
良
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　

２
０
２
０
年
度
に
、
障
害
者
就

業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
方
向
で
、
県
と
協
議
を
進
め

る
と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
ど

う
い
っ
た
事
業
内
容
を
計
画
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

　

常
用
雇
用
者
が
45
名
未
満
に

は
障
が
い
者
雇
用
の
法
定
義
務
は

な
い
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
含
め

て
、
農
業
経
営
者
に
も
理
解
を
い

た
だ
き
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
雇

用
が
で
き
る
よ
う
な
地
域
ぐ
る
み

の
障
が
い
者
雇
用
の
機
会
を
作
っ

て
い
き
、温
か
い
地
域
を
作
っ
て
い

き
た
い
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
一
言
で
言
え

ば
、誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
世
界
を

作
っ
て
い
く
こ
と
で
、そ
れ
が
理
念

で
あ
る
。
そ
の
理
念
を
大
事
に
し

な
が
ら
、
現
実
に
あ
る
い
ろ
い
ろ

な
課
題
を
、
す
ぐ
に
は
で
き
な
い

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
克
服

し
て
い
く
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

　

①
災
害
箇
所
の
復
旧
工
事
の

進
捗
状
況
を
一
元
管
理
し
、市
民

の
問
合
せ
に
振
興
局
、
本
庁
と

担
当
部
署
の
職
員
な
ら
誰
で
も

す
ぐ
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
な
仕

組
み
づ
く
り
が
で
き
な
い
か
。

　

②
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
考
え
方

も
壊
れ
て
か
ら
直
す
と
い
う
考

え
方
か
ら
予
防
防
災
の
観
点
か

ら
河
川
・
市
道
・
法
面
な
ど
引
き
続

き
細
か
い
修
繕
が
で
き
な
い
か
。

　

③
７
月
豪
雨
に
お
い
て
治
山

堰え
ん
て
い堤

が
土
砂
で
埋
ま
っ
て
機
能

し
な
く
な
り
道
路
や
田
に
土
砂

が
入
り
込
む
と
い
っ
た
被
害
が

出
て
い
る
。
治
山
堰
堤
の
浚

し
ゅ
ん
せ
つ渫

が
有
効
か
、
他
に
方
法
が
あ
る

の
か
を
専
門
家
に
調
査
を
依
頼

し
何
ら
か
の
対
策
が
で
き
な
い

か
伺
う
。

　

①
災
害
復
旧
事
業
の
進
捗
状

況
は
フ
ァ
イ
ル
で
管
理
し
て
お

り
、
そ
れ
を
共
有
に
し
て
い
く
よ

う
シ
ス
テ
ム

を
変
え
て
い

き
た
い
。
県
の

方
で
も
情
報

を
一
元
化
し
て

市
が
言
え
ば

す
ぐ
に
答
え

ら
れ
る
よ
う

な
体
制
を
作

る
よ
う
要
望

す
る
。

　

②
被
害
規

模
が
小
さ
い

う
ち
に
修
繕

を
行
う
の
は

重
要
な
予
防

防
災
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。
道
路
に
つ
い
て

は
今
回
の
当
初
予
算
で
長
寿
命

化
計
画
を
作
っ
て
や
っ
て
い
く
。

　

③
県
と
一
緒
に
な
っ
て
命
と

財
産
の
安
全
を
守
る
こ
と
を
前

提
に
出
来
る
限
り
の
治
山
堰
堤
、

砂
防
堰
堤
等
の
把
握
を
し
て
対

応
し
て
い
く
。
植
栽
工
も
有
効
な

一
つ
の
手
法
と
し
て
県
と
も
相

談
し
て
い
く
。

　

①
市
民
誰
も
が
参
加
で
き
る

こ
の
制
度
を
大
事
に
育
て
て
欲

し
い
。
ど
の
よ
う
に
こ
の
事
業
を

進
め
る
の
か
。

　

②
市
民
の
健
康
度
を
上
げ
る

た
め
に
日
頃
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
仕
組

み
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

　

①
20
歳
以
上
の
市
民
を
対
象

と
し
て
特
定
検
診
、
人
間
ド
ッ

ク
、
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
と
、

市
が
主
催
す
る
健
康
づ
く
り
や

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者

に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
ポ
イ
ン

ト
が
一
定
に
達
す
れ
ば
ふ
る
さ

と
産
品
と
交
換
で
き
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

真
和
会
代
表

問柴

田

正

志

今
後
の
大
規
模
災
害

に
向
け
て

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度

市
長
の
政
治
姿
勢
を

問
う

障
害
者
雇
用
機
会

拡
大
事
業

問

問

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

森
真
会
代
表

問庄

司

史

郎

豪雨の爪痕　富原小学校前
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次
ペ
ー
ジ
へ

理
業
務
の
う
ち
で
で
き
る
も
の

を
委
託
し
、
就
労
訓
練
も
や
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

真
庭
市
の
特
性
を
生
か
し

た
高
等
教
育
機
関
等
の
立
地

の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
し

た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
市
の
特

性
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
、
調

査
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行

う
の
か
、
具
体
的
な
考
え
が
あ

る
の
か
伺
う
。

　

高
等
教
育
機
関
と
い
え
ば
大

学
だ
が
、何
か
学
科
を
置
い
て
も

ら
う
と
か
、
専
門
学
校
、
外
国
人

材
の
教
育
機
関
と
か
、さ
ま
ざ
ま

広
い
意
味
の
教
育
機
関
を
検
討

で
き
な
い
か
、
あ
く
ま
で
立
地
の

可
能
性
調
査
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
実
績
の
あ
る
専
門
調
査
機

関
に
委
託
し
て
、専
門
的
な
こ
と

だ
と
か
、デ
ー
タ
だ
と
か
を
出
し

て
も
ら
い
議
論
を
す
る
。
た
だ
、

非
常
に
生
産
年
齢
人
口
が
減
る

中
で
、
交
通
不
便
地
で
、
そ
の
難

し
さ
と
い
う
の
を
率
直
に
申
し

上
げ
て
お
く
。

　

２
０
２
０
年
度
に
障
害
者
就

業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
を
真

庭
圏
域
に
設
置
す
る
方
向
で
県

と
協
議
を
進
め
て
い
る
。
来
年

度
は
そ
の
準
備
と
し
て
地
元
企

業
等
と
連
携
し
て
、
障
が
い
者

の
就
労
を
支
援
し
て
い
く
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い

る
か
伺
う
。

　

400
万
円
の
障
害
者
雇
用
機
会

拡
大
事
業
の
予
算
を
計
上
し
て

い
る
。
具
体
的
な
内
容
と
な
る
と

難
し
い
が
、
職
員
採
用
に
お
い
て

障
が
い
者
枠
を
設
け
て
い
る
。
職

員
全
体
の
理
解
も
必
要
で
あ
り
、

職
員
を
対
象
に
研
修
会
を
や
っ

て
い
る
。
福
祉
作
業
所
に
市
の
管

　

市
で
は
、
平
成
29
年
度
以
降
行

方
不
明
者
が
８
名
で
、
生
存
率
は

37.5
％
程
度
の
状
況
で
あ
る
。事
前
に

発
見
さ
れ
た
件
数
も
含
め
る
と
相

当
数
に
な
る
。
今
後
も
対
象
者
は

増
加
す
る
状
況
で
、
市
は
徘
徊
者

の
位
置
情
報
把
握
対
策
と
し
て
、

県
下
で
初
め
て
み
ま
も
り
タ
グ
の

貸
与
を
開
始
し
た
。
早
期
発
見
に

繋
が
る
有
効
な
手
段
と
考
え
る
。

　

た
だ
し
、
電
波
の
届
く
範
囲

が
30
ｍ
と
狭
い
た
め
、
対
策
と
し

て
市
職
員
・
消
防
団
・
自
主
組
織
・

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
・
ま
た
１
万

人
を
超
え
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆

様
方
に
登
録
を
し
て
頂
き
、
早
期

発
見
に
繋
が
る
受
信
体
制
を
構

築
し
、
勉
強
会
や
研
修
会
を
実
施

し
、
市
民
全
体
で
考
え
る
体
制
作

り
が
必
要
。
徘
徊
の
問
題
は
、
地

域
全
体
で
対
処
す
る
課
題
で
あ

る
。
見
解
を
伺
う
。

　

見
守
り
ネ
ッ
ト
に
284
、
Ｓ
Ｏ

Ｓ
ネ
ッ
ト
に
598
事
業
所
が
登
録

し
て
戴
い
て
い
る
。
み
ま
も
り
タ

グ
で
、
本
人
の
命
を
守
り
、
ご
家

族
・
消
防
団
等
の
負
担
を
軽
減
し

た
い
と
考
え
る
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ

イ
ト
や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
得
て
、
よ
り
生
き
て
く

る
ツ
ー
ル
に
し
た
い
。

み
ん
な
の
会
代
表

問原
　

秀

樹

う
記
者
の
問
い
に
社
長
は
答
え

な
か
っ
た
。
い
ろ
ん
な
事
情
が

あ
り
、
あ
っ
！
と
い
う
思
い
を
し

た
。
こ
う
い
う
場
合
に
ど
う
い
う

ふ
う
に
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
、

本
当
に
ど
う
し
て
い
っ
た
ら
い

い
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
重
く
受

け
と
め
て
い
る
。

　

執
行
機
関
と
議
決
機
関
の
関

係
に
お
い
て
二
元
代
表
制
を
円

滑
に
き
ち
っ
と
や
っ
て
い
く
と

い
う
の
が
当
然
で
あ
る
。
自
分
の

意
志
と
し
て
は
、
常
に
そ
う
い
う

ふ
う
に
心
が
け
て
き
た
つ
も
り

で
あ
る
。

障
が
い
者
の
就
労
支

援
の
具
体
策
は

高
等
教
育
機
関
等
の

立
地
可
能
性
調
査

み
ま
も
り
タ
グ
の

貸
与
を
開
始

問

問

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

東京・晴海に設置されるパビリオン棟（イメージ）

対象者に貸与するみまもりタグ
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自
主
防
災
組
織
と
地
域
防
災

力
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く

と
あ
る
が
、
問
題
は
住
民
に
そ
の

認
識
を
植
え
つ
け
る
こ
と
を
優

先
し
て
い
か
な
い
と
、
天
災
・
地

変
に
即
応
で
き
な
い
と
思
う
が
、

こ
の
組
織
が
有
効
に
作
用
す
る

た
め
の
手
段
方
法
は
あ
る
の
か
。

　

指
摘
の
と
お
り
、
防
災
力
の
基

本
は
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

自
助
、
そ
し
て
そ
の
地
域
協
力
で

守
る
共
助
と
い
う
の
が
非
常
に

重
要
だ
。
そ
の
中
で
自
主
防
災
組

織
が
要
で
あ
る
。
連
絡
協
議
会
で

情
報
共
有
、
学
び
合
い
な
が
ら
自

分
の
所
に
合
わ
せ
た
自
主
防
災

組
織
が
充
実
す
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

　

全
国
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が

緑
真
会
代
表

問河

部

辰

夫

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
真
庭

と
い
う
よ
り
岡
山
県
全
体
が
沈

ん
で
い
る
中
で
通
り
一
遍
の
Ｐ
Ｒ

作
戦
で
な
く
、
魅
力
あ
る
観
光
資

源
は
何
か
を
真
剣
に
取
り
組
ま

な
い
と
観
光
の
再
生
は
お
ぼ
つ

か
な
い
と
見
る
が
。

　

真
庭
に
は
多
様
性
が
あ
る
。
そ

の
多
様
性
を
う
ま
く
つ
か
み
な

が
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
含
め
て

魅
力
あ
る
観
光
地
に
し
て
い
き

た
い
。
蒜
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
そ

の
一
環
で
あ
る
。

　

早
急
に
水
質
浄
化
の
施
策
を

実
行
に
移
す
べ
き
時
期
と
思
う
。

例
え
ば
水
量
を
増
や
す
た
め
の
水

源
涵
養
林
を
強
力
に
推
し
進
め
る

こ
と
、
ま
た
岡
山
市
と
の
連
携
も

視
野
に
入
れ
て
旭
川
を
き
れ
い
に

す
る
形
を
と
っ
た
ら
ど
う
か
。

　

水
質
の
浄
化
だ
が
、
そ
の
川
の

水
量
と
か
水
質
に
は
森
林
が
大
き

く
関
わ
っ
て
い
る
。

そ
う
い
う
意
味
で

の
森
林
の
水
源
涵

養
機
能
と
い
う
の

は
非
常
に
大
事
で

あ
る
。
今
は
真
庭

の
森
林
の
６
割
が

人
工
林
で
あ
る
が
、

今
後
採
算
の
合
わ

な
い
と
こ
ろ
は
環

境
林
と
混
合
林
に

し
て
い
く
こ
と
で
、

豊
か
な
森
林
を
も

う
一
度
作
り
直
し

て
い
く
と
、今
以
上

に
豊
か
な
森
林
を

作
っ
て
い
く
。
そ
う

い
う
中
で
森
林
管

林業の現場　美甘地区

共
交
通
不
便
地
の
生
活
交
通
確

保
に
補
助
金
を
出
す
こ
と
を
考

え
て
い
る
。

　

真
庭
地
域
の
地
域
資
源
や
立
地

条
件
に
あ
っ
た
多
様
な
高
等
教
育

機
関
、
外
国
人
材
の
教
育
機
関
の

立
地
可
能
性
等
調
査
し
、
真
庭
で

学
び
た
い
・
学
ば
せ
た
い
と
言
う

想
い
に
応
え
ま
ち
に
賑
わ
い
を
も

た
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

定
住
・
移
住
・
交
流
人
口
・
関

係
人
口
に
大
き
く
貢
献
す
る
事

業
と
高
く
評
価
す
る
。
例
え
ば
、

蒜
山
に
馬
術
や
林
業
に
特
化
し

た
市
立
の
高
等
学
校
等
も
視
野

に
議
論
・
調
査
を
進
め
て
戴
き
た

い
。
不
退
転
の
決
意
で
臨
ん
で
戴

き
た
い
。
見
解
を
伺
う
。

　

あ
る
意
味
で
は
ハ
ー
ド
ル
は

高
い
が
挑
戦
し
て
い
く
。
県
立
高

校
が
多
い
中
、
基
礎
自
治
体
が
ど

う
入
り
込
む
の
か
文
科
省
に
議

論
し
よ
う
と
提
起
し
て
い
る
。
大

き
な
課
題
は
あ
る
が
、
前
向
き
に

頑
張
っ
て
い
く
。

　

ま
に
わ
く
ん
の
公
費
負
担
は

１
億
円
を
超
え
て
お
り
、そ
の
内
枝

線
が
７
千
万
円
の
状
況
。
枝
線
は
、

利
用
者
の
減
少
が
大
き
な
要
因
で

あ
り
、運
行
需
要
と
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
乖か

い
り離

が
あ
る
。
市
民
に
満
足

戴
け
る
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は

行
政
と
し
て
重
要
な
施
策
で
あ
る
。

　

提
案
と
し
て
、
自
宅
か
ら
幹
線

の
バ
ス
停
ま
で
の
運
行
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
地
域
団
体
で
行
い
、
行
政
も
支

援
す
る
体
制
を
構
築
す
べ
き
で

は
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
団
体
が
立
ち

上
げ
や
す
く
、
活
動
し
や
す
い
環

境
整
備
や
条
件
整
備
に
力
を
入

れ
、
市
内
全
域
に
拡
大
で
き
る
政

策
が
必
要
で
は
。
見
解
を
伺
う
。

　

事
業
者
、
利
用
者
、
運
輸
支
局

の
関
係
者
が
公
共
交
通
会
議
で

福
祉
の
向
上
を
目
指
し
検
討
し

て
い
る
。
常
に
市
民
フ
ァ
ー
ス
ト

で
行
っ
て
い
る
。
生
活
交
通
バ

ス
運
行
支
援
制
度
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

は
、
真
庭
市
共
助
に
よ
る
市
民
の

 

〝あ
し〟 

確
保
支
援
制
度
等
で
、
公

共
助
に
よ
る
地
域
の

〝
あ
し
〟構
築
事
業
を

開
始

高
等
教
育
機
関
等
立

地
可
能
性
調
査
事
業

の
開
始

魅
力
あ
る
観
光
資
源

と
は

水
質
の
浄
化
を
考
え
る

住
民
の
危
機
管
理
の

認
識
向
上

問

問

問

問

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

前
ペ
ー
ジ
か
ら
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②
行
政
が
積
極
的
に
有
効
活

用
の
議
論
を
し
た
の
か
。

　

③
正
副
会
長
不
在
の
も
と
で

指
定
解
除
の
答
申
が
な
さ
れ
た

と
聞
く
。

　

④
郷
土
学
習
の
場
が
失
わ
れ

損
失
と
な
る
。

　

①
土
地
所
有
者
か
ら
明
確
な

意
向
が
示
さ
れ
た
。

　

②
郷
育
、
教
育
で
進
め
て
い
る
。

　

③
問
題
な
い
と
認
識
。

　

④
郷
土
学
習
の
機
運
を
高
め
る
。

　

全
国
市
長
会
の
欧
州
都
市
行

政
調
査
に
太
田
市
長
が
団
長
と

し
て
参
加
。
そ
の
視
察
に
、
フ

ジ
テ
レ
ビ
報
道
局
の
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
が
追
跡
取
材
さ
れ
、
内
容
が

放
送
さ
れ
た
。
市
長
の
報
告
書

の
内
容
と
市
民
が
見
て
い
た
テ

レ
ビ
の
内
容
が
乖
離
し
て
い
る

と
市
民
の
声
が
入
っ
て
く
る
。
視

察
が
真
庭
市
に
ど
う
活
か
さ
れ

る
の
か
、
調
査
の
真
の
目
的
は
何

だ
っ
た
の
か
伺
う
。

　

北
欧
は
高
福
祉
、
高
負
担
で

は
あ
る
が
、
国
連
の
調
査
で
幸
福

度
が
デ
ン
マ
ー
ク
が
１
番
、
３
番

に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
北
欧
が
高

い
。
真
庭
を
見
る
と
き
真
庭
だ

け
見
る
の
で
な
く
、
世
界
の
中
か

ら
真
庭
を
見
る
。
ま
さ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
だ
。
テ
レ
ビ
が
放
映
し
た
こ
と

で
、
真
庭
市
長
と
い
う
公
職
の
者

が
侮
辱
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て

い
る
。
今
回
の
成
果
を
教
育
関
係

に
ひ
と
つ
生
か
す
。

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
晴
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
、
市
民
も
議
会
も
誰
も

理
解
し
て
な
い
事
業
を
な
ぜ
秘

密
裏
に
運
ぼ
う
と
し
た
の
か
。
誰

が
ど
こ
で
決
め
た
の
か
伺
う
。

　

三
菱
地
所
は
記
者
会
見
で
も
総

事
業
費
を
言
わ
な
か
っ
た
。１
つ
の

外
交
み
た
い
な
も
の
。こ
れ
を
議
会

軽
視
と
言
わ
れ
る
と
私
も
重
く
受

け
止
め
る
が
、
議
会
に
対
し
て
本

当
に
真
剣
に
対
応
し
て
き
た
。

　

貴
重
な
文
化
財
の
解
体
費
１
，

２
５
０
万
円
を
盛
り
込
ん
だ
新

年
度
予
算
が
上
程
さ
れ
、
地
元
市

民
へ
の
十
分
な
説
明
が
な
い
ま

ま
解
体
が
決
定
と
な
り
次
の
質

問
を
す
る
。

　

①
市
が
中
心
と
な
っ
て
再
考

の
意
思
が
あ
る
か
。

個
人
質
問

理
法
が
施
行
さ
れ
る
。

　

経
済
林
化
し
て
本
当
に
採
算

が
合
う
所
は
路
網
整
理
を
し
て

採
算
が
合
う
よ
う
な
こ
と
を
や
っ

て
い
き
、
採
算
が
合
わ
な
い
条
件

の
悪
い
所
は
環
境
林
と
し
て
い
く

こ
と
で
頑
張
っ
て
い
く
。

　

学
校
運
営
協
議
会
を
設
立
し
、

学
校
を
核
と
し
て
地
域
の
学
び

の
場
を
つ
く
り
進
め
て
い
く
と
言

う
。
英
語
教
育
国
際
理
解
に
つ
い

て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
力
強

く
生
き
抜
く
基
礎
と
な
る
英
語

教
育
を
十
分
充
実
さ
せ
る
た
め
、

英
語
の
４
技
能
、
聞
く
・
読
む
・

書
く
・
話
す
検
定
を
小
・
中
学
校

で
来
年
度
か
ら
実
施
す
る
と
し

て
い
る
。
学
力
問
題
は
子
ど
も
に

と
っ
て
将
来
を
占
う
最
大
の
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
。

　

小
学
校
で
は
２
０
２
０
年
度
よ

り
英
語
が
教
科
化
さ
れ
る
。
現
在

は
ま
だ
教
科
と
し
て
は
実
施
し

て
い
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
素
地
を
養
う
と
い
う
こ

と
で
外
国
語
活
動
を
実
施
し
て

い
る
。

英
語
教
育
の
推
進

問答
三
ツ
教
育
長

問中

尾

哲

雄

目
木
構
を
考
え
る

市
長
の
行
政
姿
勢

晴
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

問

問 答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
三
ツ
教
育
長

今年度中に撤去される目木構

傍
聴
さ
れ
る
方
は
４
階
へ

　

真
庭
市
議
会
の
本
会
議
・
委
員
会
を
間

近
で
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
議
会
広
報

の
紙
面
で
は
、
お
伝
え
で
き
な
い
議
員
の

生
の
活
動
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、議
会
開
会

中
に
真
庭
市
役
所
４
階
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。議
場
の
入
り
口
で
、住
所
、氏
名
、年

齢
を
ご
記
入
い
た
だ
け
れ
ば
、
簡
単
に
傍

聴
席
へ
お
入
り
い
た
だ
け
ま
す
。
傍
聴
席

は
30
席
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
議
の
様
子
は
真
庭
い
き
い

き
テ
レ
ビ
で
生
中
継
さ
れ
て
い
ま
す
。
議

員
の
発
言
の
際
、
傍
聴
席
が
生
中
継
に
映

り
込
む
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

３
月
定
例
会
の
様
子
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平
成
30
年
７
月
豪
雨
の
検
証

記
事
で
陸
閘
の
問
題
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
た
が
、
市
内
に
も

久
世
・
落
合
に
多
数
存
在
す
る
。

か
つ
て
は
陸
閘
を
閉
じ
る
た
め

の
資
材
が
あ
っ
た
が
、現
在
は
確

認
で
き
な
い
。堤
防
は
県
の
管
理

だ
が
県
と
地
元
住
民
に
任
せ
き

り
に
す
る
の
か
市
の
取
組
を
伺

う
。
ま
た
、
消
防
機
庫
と
集
会

所
に
土ど

の
う嚢

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
と
、
落
合
垂
水
の
馬ま

乗の
り

橋ば
し

付

近
の
国
道
に
、
陸
閘
の
設
置
は

出
来
な
い
か
。

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
を
受
け

て
県
は
、
市
内
35
カ
所
の
陸
閘
施

設
に
つ
い
て
、
緊
急
時
の
操
作
実

施
者
の
把
握
、
修
繕
、
廃
止
な
ど

の
適
正
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

法
界
寺
地
区
と
中
島
地
区
で
は

地
元
自
治
会
と
の
協
議
が
進
ん

で
い
る
。
責
任
は
県
に
あ
る
が
県

と
密
接
に
連
絡
を
取
り
合
い
、
地

元
と
の
調
整
役
と
し
て
立
ち
会

　

市
民
代
表
の
議
会
全
体
へ
の

説
明
が
東
京
で
の
発
表
と
同
時

進
行
で
行
わ
れ
る
異
例
の
事
態

と
な
っ
た
。
寝
耳
に
水
、
唐
突
で

無
謀
な
や
り
方
だ
。

　

①
全
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。
②
協
定
書
、
契
約
書
、
覚
書
、

念
書
等
一
切
他
に
な
い
の
か
。
③

い
や
情
報
を
共
有
し
て
、
陸
閘
の

開
閉
管
理
を
地
元
で
し
て
貰
え

る
よ
う
に
、
必
要
な
支
援
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

　

土
嚢
及
び
袋
は
消
防
機
庫
に

ス
ト
ッ
ク
し
て
い
く
。
落
合
垂
水

の
上
町
に
大
型
の
門
を
設
置
す

る
に
は
、
国
道
に
面
し
て
お
り
難

し
い
問
題
も
あ
る
が
県
に
上
げ

て
い
き
た
い
。

　

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

100
％
を
目
指
し
て
い
る
真
庭
市
だ

が
、
代
替
電
力
や
環
境
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
持
続
可
能
な
社
会
を

三
菱
地
所
の
事
業
費
は
公
開
さ

れ
て
な
い
が
、
真
庭
市
の
負
担
は

15
か
ら
16
億
と
断
言
さ
れ
て
い

る
。
再
利
用
で
、
隈
研
吾
氏
で
、

16
億
が
高
い
の
か
安
い
の
か
分

か
ら
な
い
。
こ
れ
で
本
当
に
終
わ

る
の
か
。
そ
の
根
拠
を
示
し
て
ほ

し
い
。
④
交
渉
事
と
は
い
え
、
な

ぜ
情
報
統
制
し
、
秘
密
に
す
る
必

要
が
あ
っ
た
の
か
。
⑤
移
築
後
蒜

山
等
の
滞
在
型
の
観
光
資
源
、
地

域
活
性
化
の
起
爆
剤
に
し
た
い

と
い
う
が
、
本
当
に
そ
う
な
る
の

か
。
⑥
広
い
市
民
の
公
益
性
や
利

益
の
た
め
に
事
業
を
や
る
の
で

あ
れ
ば
、
事
前
に
方
針
説
明
し
合

意
形
成
の
努
力
が
必
要
だ
っ
た
。

そ
う
し
た
こ
と
を
怠
り
省
い
た
。

市
民
に
情
報
を
与
え
、
こ
う
い
っ

た
点
を
含
め
て
議
会
は
判
断
す

る
必
要
が
あ
る
。
必
要
な
実
証
的

な
資
料
提
出
を
求
め
る
。

　

①
真
庭
産
の
木
材
と
真
庭
で

Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
し
た
も
の
を
使
っ
て

建
築
物
を
創
る
。
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
後
は
、
蒜
山
に
移
築
す

る
。
真
庭
の
行
う
事
業
に
、
三
菱

地
所
は
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
し
財
政
支
援
す
る
。
真
庭

市
は
事
業
推
進
に
地
方
創
生
交

付
金
を
活
用
す
る
。
②
協
定
書
、

創
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
る

ａ
ｐ
ｂ
ａ
ｎ
ｋ
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト

ａ
ｐ
ｂ
ａ
ｎ
ｋ　

ｆ
ｅ
ｓ
の
誘
致

は
出
来
な
い
か
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
は

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
大
き

な
手
段
で
あ
り
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。
ａ
ｐ
ｂ
ａ
ｎ
ｋ
と
方
向
性
は

同
じ
で
あ
り
、
一
緒
に
や
れ
る
こ

と
が
あ
れ
ば
一
緒
に
や
り
た
い
。

各
種
団
体
含
め
て
協
力
を
し
て
、

真
庭
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
、

市
民
の
理
解
も
得
て
、
地
産
地
消

エ
ネ
ル
ギ
ー
100
％
の
真
庭
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。

契
約
書
、
覚
書
、
念
書
等
書
類
は

一
切
な
い
。
今
後
は
覚
書
の
方
向

で
三
菱
地
所
と
調
整
し
議
会
に

示
し
た
い
。
③
数
字
の
根
拠
は
、

三
菱
地
所
と
話
を
し
て
、
大
体
こ

れ
ぐ
ら
い
に
な
る
と
出
し
て
い

る
。
本
体
は
移
送
費
を
含
め
て
15

～
16
億
円
で
あ
る
。
④
情
報
統

制
は
、
本
当
に
悩
ん
だ
が
私
が
判

断
し
た
。
確
か
に
唐
突
、
え
っ
と

な
る
の
は
当
然
だ
。
い
い
こ
と
だ

と
い
う
の
が
ち
ょ
っ
と
先
行
し

す
ぎ
た
。
⑤
観
光
の
起
爆
剤
に
と

い
う
点
は
、
わ
ん
さ
か
人
が
く
る

こ
と
に
は
な
ら
な
い
が
、
隈
氏
の

建
築
を
認
め
る
建
築
フ
ァ
ン
、
メ

デ
ィ
ア
、
世
界
の
方
々
か
ら
注
目

さ
れ
る
質
の
高
い
、
観
光
と
い
う

こ
と
が
出
来
る
。
⑥
資
料
は
出
来

る
限
り
の
も
の
は
提
供
す
る
。

問岡

﨑

陽

輔

問谷

本

彰

良

コ
ン
サ
ー
ト
で
全
国

に
Ｐ
Ｒ
を

Ｃ
Ｌ
Ｔ
晴
海
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
唐
突
、
市

民
に
全
容
の
説
明
を

旭
川
の
陸り

っ
こ
う閘

は
大
丈

夫
か

問

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
松
尾
危
機
管
理
監

幅７メートルの旭川の陸閘　久世地区

隈研吾氏設計ゆすはら雲の上の図書館
Photo Credit: Kawasumi Kobayashi Kenji Photograph Office
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ド
バ
ッ
ク
に
つ
い

て
の
方
針
を
伺
う
。

　

真
庭
市
で
は
、

日
常
生
活
動
作
が

自
立
し
て
い
る
期

間
の
平
均
を
健
康

期
間
と
し
算
出
し

た
と
こ
ろ
、
男
性

の
平
均
寿
命
は
80

歳
で
健
康
寿
命
は

78
・
24
歳
、
女
性
は

平
均
寿
命
88
・
３

歳
で
健
康
寿
命
は

84
・
４
歳
で
あ
っ

た
。
高
齢
者
に
対

し
て
は
、
特
定
健
康
診
査
、
後
期

高
齢
者
の
健
診
、
が
ん
検
診
を

勧
め
て
疾
病
予
防
に
取
り
組
み
、

デ
ー
タ
化
し
て
市
民
に
返
し
て

い
く
。

　

第
７
期
の
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

時
の
介
護
・
介
助
の
必
要
性
の
調

査
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
ど

こ
も
同
じ
傾
向
で
あ
っ
た
。
健
康

教
室
、
一
般
介
護
予
防
等
の
事
業

の
参
加
者
を
向
上
さ
せ
、
数
字
を

ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
な
形
で
計

画
し
て
い
る
。

 

　

臭
い
は
決
し
て
な
く
な

る
こ
と
は
な
い
が
、
発
酵
熟

度
を
上
げ
る
よ
う
に
研
究
す

る
。
こ
の
８
年
間
で
330
回
の

環
境
学
習
を
行
っ
て
き
た
。

今
後
も
事
実
関
係
を
き
ち
ん

と
出
し
て
市
民
の
ご
意
見
を

頂
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ

て
い
る
。

　

地
域
環
境
圏

.

エ
コ
タ
ウ

ン
事
業
と
い
う
こ
と
で
、
市

民
や
事
業
所
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
意
識
の
変
化

や
取
り
組
み
状
況
が
明
ら
か
に

な
る
の
で
、
詳
細
な
分
析
を
し
た

う
え
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て

い
く
。

　

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
真
庭

市
で
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
が

近
々
の
課
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
①

真
庭
市
の
平
均
寿
命
と
健
康
寿

命
②
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め

の
取
り
組
み
③
市
民
へ
の
フ
ィ
ー

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
有
元

生
活
環
境
部
長

答
上
島
健
康
福
祉
部
長

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
、
足

温
泉
館
の
経
営
改
善
策
が
示
さ

れ
た
。
初
め
て
対
応
策
が
示
さ
れ

た
点
は
評
価
し
た
い
と
思
う
。
そ

こ
で
次
の
通
り
尋
ね
る
。

　

①
足
温
泉
館
の
累
積
赤
字
額

は
幾
ら
か
。

　

②
開
館
時
間
短
縮
の
収
支
改

善
効
果
額
は
い
く
ら
か
。

　

③
無
償
で
こ
の
施
設
を
利
用

　

昨
年
プ
ラ
ン
ト
設
置
の
候
補

地
を
決
定
し
、
今
年
度
は
候
補
地

の
地
質
調
査
か
ら
設
計
の
段
階

に
入
る
。
し
か
し
、
ハ
ー
ド
面
の

施
策
が
先
行
し
て
、
市
民
の
生
ゴ

ミ
の
資
源
化
に
対
す
る
意
識
を

改
革
す
る
施
策
が
遅
れ
て
い
る

よ
う
に
思
う
が
今
後
の
方
針
を

伺
う
。

で
き
る
者
が
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
有
償
利
用
の
場
合
の
売
上
見

込
み
額
は
い
く
ら
か
。

　

④
泉
源
の
権
利
及
び
施
設
を

地
元
に
再
譲
渡
す
る
と
い
う
考

え
は
な
い
か
。

　

⑤
赤
字
決
算
で
も
真
庭
市
が

施
設
を
維
持
し
続
け
る
の
か
。

　

①
単
式
会
計
で
や
っ
て
い
る

が
年
々
赤
字
が
増
大
し
て
い
る
。

足
温
泉
館
は
、
合
併
以
来
ず
っ
と

赤
字
で
あ
り
５
，
４
０
０
万
円
の

累
積
赤
字
が
あ
る
。

　

②
足
温
泉
館
は
営
業
時
間
を

４
時
間
短
縮
す
る
こ
と
で
年
間

210
万
円
の
赤
字
が
削
減
で
き
る
。

　

③
足
温
泉
館
は
、
湯
株
主
が
12

世
帯
あ
っ
て
、
平
均
す
れ
ば
１
世

帯
23
人
ほ
ど
が
無
償
で
利
用
し

て
い
る
。
利
用
料
金
に
換
算
す
れ

ば
年
間
約
250
万
円
に
相
当
す
る
。

か
つ
て
湯
原
温
泉
の
泉
源
は
、
湯

株
主
で
管
理
さ
れ
て
い
た
が
昭

和
９
年
の
大
水
で
温
泉
場
が
流

さ
れ
10
年
に
村
営
と
し
た
際
、
湯

株
主
か
ら
権
利
の
無
償
譲
渡
が

あ
っ
た
。
そ
の
時
の
契
約
書
に
寄

附
者
一
族
並
び
に
外
来
の
親
族

に
対
し
て
は
無
償
入
浴
た
る
こ

と
と
言
う
条
項
が
あ
る
の
で
、
施

設
を
無
償
で
利
用
す
る
権
利
が

当
然
今
で
も
あ
る
。

　

④
契
約
書
に
所
有
権
を
他
に

移
転
す
る
時
は
、
期
間
を
問
わ

ず
、
必
ず
寄
附
者
に
対
し
現
状
の

ま
ま
無
償
に
て
返
還
す
る
と
い

う
条
項
が
あ
る
か
ら
第
三
者
に

は
譲
渡
で
き
な
い
。
ま
た
湯
株
主

の
了
解
を
得
る
の
は
実
質
的
に

不
可
能
で
あ
る
。

　

⑤
営
業
を
や
め
る
こ
と
は
で

き
て
も
、
湯
株
主
の
入
浴
を
断
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
閉
館
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
以
上
、
前
向
き
に

ど
う
赤
字
を
減
ら
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
に
努
め
る
以
外
な

い
と
考
え
て
い
る
。

問大

月

説

子

問小

田

康

文

足
温
泉
館
は
、ず
っ
と

赤
字
で
５
，４
０
０
万

円
の
累
積
赤
字

生
ゴ
ミ
の
資
源
化
事

業
の
成
功
の
カ
ギ
は

市
民
の
意
識
改
革

真
庭
市
の
健
康
寿
命

の
延
伸
を

問

答
太
田
市
長

収支改善が求められる足温泉館

男性

平均寿命と健康寿命の差：2016 年

＜厚生労働省「第 11 回健康日本 21（第二次）推進専門委員会資料」（平成 30 年 3月）＞

平均寿命

健康寿命

平均寿命

健康寿命

60 （年）80

80.98

87.14

12.3574.79

8.8472.14

女性
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地
域
資
源
を
観
光
に
活
か
す

観
光
地
域
づ
く
り
が
あ
る
。
幅
広

い
関
係
者
に
よ
っ
て
多
様
な
地

域
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
、
観
光

を
軸
と
し
た
地
域
づ
く
り
を
行

う
こ
と
で
あ
り
、
地
域
の
人
々
と

来
訪
者
が
触
れ
合
う
場
が
提
供

さ
れ
、
地
域
の
応
援
団
を
増
や
し

て
い
く
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

今
後
ま
す
ま
す
観
光
地
域
づ

く
り
に
は
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
、
重
要
な
施
策
に
な
る
。
そ

こ
で
２
点
伺
う
。
①
観
光
地
域
づ

く
り
推
進
に
向
け
た
観
光
局
の

戦
略
や
状
況
②
国
際
化
推
進
室

と
観
光
局
の
役
割

　

不
特
定
多
数
の
相
手
に
う
そ

の
電
話
で
金
銭
を
だ
ま
し
取
る

特
殊
詐
欺
。
認
知
件
数
は
、
全
国

で
平
成
22
年
以
降
７
年
連
続
増

加
し
た
が
、
平
成
30
年
は
減
少
。

平
成
30
年
の
被
害
額
は
約
357
億

円
、一
日
約
１
億
円
近
い
。
件
数
・

被
害
額
と
も
に
高
水
準
で
推
移

し
、
深
刻
な
状
況
。
真
庭
署
管
内

で
は
、
平
成
29
年
の
認
知
件
数

　

①
観
光
を
手
段
と
し
て
地
域

の
課
題
解
決
に
取
り
組
み
、
市
民

の
地
域
に
対
す
る
誇
り
を
醸
成
、

そ
し
て
地
域
の
取
り
組
み
を
観

光
客
に
よ
る
消
費
に
つ
な
げ
、
地

域
を
活
性
化
さ
せ
る
と
い
う
こ

と
で
、
観
光
地
づ
く
り
の
実
現
を

目
指
す
。
ま
さ
に
実
践
を
し
て
い

く
団
体
で
あ
る
。

　

②
国
際
化
推
進
室
が
知
恵
袋

で
あ
り
、
政
策
を
打
ち
な
が
ら
、

実
践
を
観
光
局
が
や
っ
て
い
く
。

２
つ
が
連
携
し
て
真
庭
全
体
の

観
光
事
業
を
活
発
に
し
て
い
く
。

　

保
育
料
無
償
化
に
よ
り
、
誰
も

が
等
し
く
教
育
さ
れ
る
こ
と
は

喜
ば
し
い
が
、
長

時
間
保
育
に
よ
り

親
の
後
ろ
姿
を
見

て
育
つ
時
間
が
奪

わ
れ
て
し
ま
っ
て

は
な
い
か
。園
で
の

教
育
・
保
育
に
つ
い

て
の
指
導
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。子
ど
も

は
９
件
、
被
害
額
は
634
万
円
、
平

成
30
年
は
２
件
で
被
害
額
は
約

765
万
円
。
件
数
は
減
っ
た
が
、
被

害
金
額
は
逆
に
増
え
た
。
手
口
も

多
種
多
様
化
・
巧
妙
化
し
、
未
だ

多
く
の
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。

　

特
殊
詐
欺
全
体
で
被
害
者

と
な
る
高
齢
者
は
認
知
件
数
の

78
％
を
占
め
、
高
齢
者
の
被
害
防

止
が
大
き
な
課
題
。
被
害
に
遭
う

の
は
固
定
電
話
が
多
い
こ
と
か

ら
、
会
話
が
自
動
録
音
さ
れ
る
自

動
録
音
機
、
詐
欺
等
に
使
わ
れ
た

電
話
番
号
約
３
万
件
が
登
録
さ

れ
、
こ
の
番
号
か
ら
の
電
話
に
は

着
信
音
が
鳴
ら
な
い
自
動
着
信

拒
否
装
置
が
有
効
。
機
器
を
無
償

で
貸
出
し
、
高
齢
者
被
害
の
未
然

防
止
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

　

県
内
で
導
入
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
３
つ
あ
る
。
も
う
少
し
効
果

を
含
め
て
調
査
を
し
た
い
。

　

土
木
建
設
事
業
者
は
全
国
的

に
平
成
12
年
か
ら
３
割
近
く
が

減
少
し
、
全
て
の
都
道
府
県
で
減

少
。
従
業
者
数
も
平
成
７
年
か
ら

が
真
ん
中
の
教
育
・
保
育
の
た
め

に
ど
の
よ
う
な
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

　

家
庭
や
地
域
の
中
で
子
ど
も

自
身
が
大
切
な
存
在
で
あ
る
こ

と
を
実
感
で
き
る
子
育
て
、
教
育

環
境
づ
く
り
が
大
事
だ
。
子
育
て

支
援
と
は
、
決
し
て
保
護
者
の
育

児
の
肩
が
わ
り
を
す
る
の
で
は

な
い
。
保
護
者
が
自
己
肯
定
感
を

持
ち
な
が
ら
子
育
て
を
行
っ
て
、

子
育
て
の
権
利
を
享
受
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
支
援

を
し
て
い
き
た
い
。

減
少
し
続
け
、
高
齢
化
も
進
み
将

来
的
に
も
減
少
す
る
予
測
。
受
注

機
会
の
変
動
が
大
き
く
施
工
時

期
や
工
期
が
平
準
化
し
て
な
い

た
め
、
計
画
的
な
人
員
確
保
や
従

業
者
の
処
遇
改
善
、
機
械
の
保
有

が
で
き
な
い
状
況
。
発
注
側
の
行

政
も
発
注
・
工
期
が
集
中
し
、
入

札
不
調
や
不
落
が
発
生
す
る
頻

度
も
多
く
、
事
務
作
業
も
期
間
的

に
集
中
。
年
度
内
の
工
事
量
の
偏

り
を
解
消
し
、
年
間
を
通
じ
て
工

事
量
が
安
定
す
る
公
共
事
業
平

準
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
市

の
取
り
組
み
状
況
は
。

　

制
度
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
使

い
、
年
間
を
通
じ
て
工
事
量
の
分

散
化
を
図
る
よ
う
努
め
た
い
。

問岩

本

壯

八

問緒

形
　

尚

観
光
地
域
づ
く
り
は

重
要
な
施
策

子
ど
も
が
真
ん
中
の

教
育
・
保
育
の
た
め
に

高
齢
者
へ
の
特
殊
詐
欺

防
止
対
策
を

問 答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

公
共
工
事
の
平
準
化

へ
の
取
り
組
み

問

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

台湾の観光地　九份

動き出した民家の災害復旧工事　山久世地区
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日
本
学
生
支
援
機
構
に
よ
る

と
、
返
済
負
担
が
重
く
の
し
か
か

る
人
も
多
い
。
真
庭
市
の
人
口
増

加
と
人
材
確
保
の
た
め
に
就
職

し
た
企
業
と
行
政
が
奨
学
金
の

返
済
の
一
部
を
補
助
し
、
未
来
永

劫
の
発
展
の
た
め
に
奨
学
金
返

済
支
援
制
度
は
ど
う
か
。

　

真
庭
市
の
奨
学
金
を
借
り
て

真
庭
市
に
帰
っ
て
就
職
し
た
方

は
、
借
り
た
額
の
半
額
は
返
済
免

除
に
な
っ
て
い
る
。
奨
学
金
制
度

の
要
件
緩
和
を
し
て
、
よ
り
多
く

の
方
に
利
用
し
て
知
識
を
高
め

て
い
た
だ
き
、
多
様
な
人
材
を
社

会
に
送
り
出
し
、
持
続
可
能
な
真

庭
市
の
形
成
を
目
指
し
て
は
い

か
が
か
。

　

真
庭
市
医
師
会
で
は
、
真
庭

高
校
の
看
護
科
、
専
攻
科
の
学
生

が
医
師
会
認
定
の
市
内
医
療
機

関
に
就
職
し
た
場
合
返
還
免
除

制
度
が
あ
る
。
医
療
関
係
へ
の
就

職
も
こ
の
ま
ま
い
く
と
急
激
に

不
足
し
て
く
る
。
こ
の
制
度
を
も

う
少
し
拡
充
、
要
件
緩
和
し
、
真

庭
市
も
参
加
し
て
充
実
で
き
な

い
か
話
を
し
て
い
る
。
人
材
育
成

10
億
円
基
金
を
作
っ
て
い
る
。

　

人
材
確
保
に
関
し
て
お
金
を

惜
し
む
気
は
全
く
な
い
。
い
ろ
ん

な
奨
学
金
が
あ
る
が
、
貸
与
で
は

だ
め
だ
と
思
う
。
起
業
も
個
々
に

は
一
生
懸
命
だ
が
、
人
材
確
保
を

一
緒
に
な
っ
て
や
っ
て
い
き
、
よ

り
効
果
的
な
奨
学
金
制
度
を
含

め
、
帰
っ
て
来
よ
う
と
い
う
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
に
な
る
よ
う
、
積
極

的
に
い
ろ
い
ろ
な
事
を
考
え
て

制
度
を
考
え
た
い
。

　

真
庭
市
の
奨
学
金
は
人
生
の

選
択
肢
を
増
や
し
て
そ
の
人
を

応
援
す
る
も
の
。
高
校
の
無
償

化
、
寄
付
型
の
奨
学
金
制
も
充
実

も
進
ん
で
い
る
。
要
件
緩
和
は
社

会
の
動
向
を
見
守
り
な
が
ら
考

え
る
。

　

奨
学
金
の
必
要
な
学
生
が
返

還
の
負
担
感
を
軽
く
し
て
奨
学

金
の
申
請
が
遠
慮
な
く
出
来
る

よ
う
に
募
集
要
項
で
、
定
住
促
進

減
免
制
度
の
周
知
を
図
っ
て
い

る
。
そ
れ
に
加
え
、
来
年
度
か
ら

市
外
在
住
の
貸
し
付
け
を
受
け

て
い
る
方
、
返
還
を
行
っ
て
い
る

方
に
真
庭
市
企
業
ガ
イ
ド
、
津
山

広
域
企
業
ガ
イ
ド
を
減
免
制
度

の
説
明
と
一
緒
に
郵
送
し
、
真
庭

市
で
の
就
業
を
促
し
、
減
免
制
度

の
活
用
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

　

①
こ
の
検
査
の
実
施
可
能
な
医

療
機
関
は
何
施
設
あ
る
か
伺
う
。

　

②
直
近
の
出
生
数
と
初
回
検

査
実
施
率
を
伺
う
。

　

③
検
査
結
果
は
全
て
把
握
さ

れ
て
い
る
か
伺
う
。

　

④
検
査
を
受
け
て
い
な
い
子

ど
も
に
対
す
る
対
策
を
伺
う
。

　

⑤
公
費
負
担
に
つ
い
て
当
市

の
考
え
を
伺
う
。

　

①
岡
山
県
内
に
35
カ
所
、
広
島

県
に
９
カ
所
、
鳥
取
県
５
カ
所
の

計
49
カ
所
の
医
療
機
関
で
こ
の

検
査
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

　

②
直
近
の
出
生
者
、
平
成
29
年

度
の
出
生
数
は
292
人
で
、
検
査
の

実
施
率
は
100
％
で
あ
る
。

　

③
実
施
医
療
機
関
が
母
子
手

帳
に
記
入
し
、
保
健
師
が
行
う
新

生
児
訪
問
の
際
に
全
数
を
把
握

し
掌
握
し
て
い
る
。

　

④
平
成
29
年
度
は
100
％
受
診

で
き
て
い
る
が
、
受
診
を
し
て
い

な
い
子
ど
も
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
保
健
師
に
よ
る
新
生
児
訪

問
で
外
来
受
診
や
検
査
を
実
施

し
て
い
る
機
関
を
紹
介
を
す
る
。

　

⑤
新
生
児
１
人
２
回
を
限
度

に
１
回
当
た
り
２
分
の
１
の
公

費
負
担
を
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
防
災
意
識
を
高
め

る
た
め
に
子
ど
も
防
災
手
帳
を
活

用
し
て
は
ど
う
か
。
子
ど
も
防
災

手
帳
の
効
果
と
作
成
に
つ
い
て
災

害
対
策
の
視
点
か
ら
、
市
長
に
伺

う
。
防
災
教
育
を
進
め
る
た
め
の

教
材
と
し
て
教
育
長
に
伺
う
。

　

岡
山
県
で
は
、
小
学
生
の
た
め

の
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク「
も
も
た

ろ
う
の
防
災
」
と
い
う
ク
イ
ズ
を

盛
り
込
ん
だ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
て
い
る
。
重
ね
て
や
る
と

い
う
こ
と
も
ど
う
か
な
と
思
う
。

　

子
ど
も
防
災
手
帳
は
、
発
達
段

階
に
応
じ
、
汎
用
性
が
高
い
も
の

だ
と
思
う
。
岡
山
県
の
防
災
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
、
も
も
た
ろ
う
の
防
災

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
あ
わ
せ
て
情
報

は
学
校
に
提
供
し
て
学
級
活
動

等
へ
の
活
用
に
呼
び
か
け
る
。

問妹

尾

智

之

問古

南

源

二

答
太
田
市
長

答
三
ツ
教
育
長

奨
学
金
返
済
支
援

制
度
は
出
来
な
い
か

答
三
ツ
教
育
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

新
生
児
の
聴
覚
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

子
ど
も
防
災
手
帳

問

真庭市の奨学金　減免制度もお知らせ

子ども防災手帳（尾張旭市）
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　３年かけて整備していた

“旭川サイクリングロード”が

完成し、【旭川・りんくるライ

ン】と名付けられました。４月

27日開通記念行事が勝山、久

世、落合でそれぞれ行われま

した。約25㎞の旭川・りんくる

ラインをお楽しみください。

議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き

真
庭
市
議
会
議
員 

会
派
の
所
属
状
況

平
成
31
年
３
月
28
日
届
出

※
会
派
は
、政
策
集
団
で
あ
り
、派
閥
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。会
派
の
並
び
は
所
属
人
数・五
十
音
順
で
す
。

　３月26日、市役所３階で平成30年度真庭市表彰及

び感謝状の贈呈がありました。今年の受賞者は次の

皆さんです。おめでとうございました。

　原田昂治、田中克幸、磯田弥那、岡田佳奈、長尾駿一

郎、蒜山クラブ、実原俊一、野村昌子、松本髙明、㈱エ

イチケイ商会、ひるぜんワイン㈲、岡山県真庭地区猟

友会、石原宏明、㈱イシンホールディングス　敬称略

　久世トンネル桜の眺望を楽しんでもらおうと、３

月28日から４月12日まで、４階ロビーと議場を開放

し、初日は議員と事務局職員によるミニコンサート

で幕を開けました。

　期間中、310名の市民の皆さんに、満開の桜とロ

ビーに展示した議員手作りのエコバック等の作品を

楽しんでいただきました。写真は４階ロビー。

　真庭市・真庭郡選挙区（定数１）は河野候補の他に

立候補がなく無投票で当選が決まりました。河野県

議は、資源や魅力あふれる人材が豊富な真庭圏域の

可能性をさらに活かすため、

市町村との連携はもちろんの

こと、圏域皆さまの声を県政

に反映させるべく現場主義で

取り組む決意をされました。

　議会クイズの答えのそばに色々

なコメントが添えられています。

今回も「ジビエカーは貸し出すのですか。手続きは簡

単にできますか。」市役所の答えは「ジビエカーは、食

品衛生法に基づく食品衛生食肉処理業の許可が必要

です。国産ジビエ認証制度等に沿った高度な衛生管

理が求められます。このため、一般の方への貸し出し

は行わず、資格を持った職員（地域おこし協力隊）が

行います。」とのことです。写真は今回届いたハガキ。

議場とロビーを開放 310名来場河野慶治県議２期目の当選！

まにぞうに見送られ久世駅をスタート

ハガキありがとう

　 真庭市表彰 当日は９人が出席祝 

真
和
会 

し
ん
わ
か
い

入
　
澤
　
廣
　
成

緒
　
形
　
　
　
尚

柴
　
田
　
正
　
志

谷
　
本
　
彰
　
良

長
　
尾
　
　
　
修

会
派
代
表
者

森
真
会 

し
ん
し
ん
か
い

小
　
田
　
康
　
文

大
　
月
　
説
　
子

庄
　
司
　
史
　
郎

竹
　
原
　
茂
　
三

会
派
代
表
者

み
ん
な
の
会 

み
ん
な
の
か
い

原
　
　
　
秀
　
樹

中
　
尾
　
哲
　
雄

福
　
井
　
荘
　
助

会
派
代
表
者

未
　
来 

み
ら
い柿

　
本
　
健
　
治

中
　
元
　
唯
　
資

山
　
本
　
久
　
惠

会
派
代
表
者

公
明
党
真
庭
市
議
団

こ
う
め
い
と
う
ま
に
わ
し
ぎ
だ
ん

岩
　
本
　
壯
　
八

妹
　
尾
　
智
　
之

会
派
代
表
者

日
本
共
産
党 

に
ほ
ん
き
ょ
う
さ
ん
と
う

岡
　
﨑
　
陽
　
輔

会
派
代
表
者

拓 

ひ
ら
く

福
　
島
　
一
　
則

会
派
代
表
者

会
派
を
組
織
し
て
い
な
い
議
員 

古
　
南
　
源
　
二

緑
真
会 

り
ょ
く
し
ん
か
い

河
　
部
　
辰
　
夫

会
派
代
表
者

氏
　
平
　
篤
　
正

築
　
澤
　
敏
　
夫

初
　
本
　
　
　
勝

旭川・りんくるライン完成を祝う
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議会の動き議会の動き 議会の動き

　１月18日、真庭いきいき農林業者のつどいが開催

されました。新規就農者として、斎藤雅之氏・上田陸

氏・岩本和久氏、新規就林者として、石田哲平氏・勝部

成起氏・宮田一志氏・池町昌氏、以上の方々の激励と

紹介がありました。真庭の農林業を支えて頂く若者

達に拍手を送ります。

　写真はエスパスホールで挨拶する新規就農林者。

　１月29日、講師に環太平洋大学・経営学部准教授

林紀行氏を迎え「地方分権時代における地方議会の

役割」と題して議会研修会を行いました。

　これからの地方議会が問われることは、住民から

寄せられた意見をどう整理し、実現を図っていくの

かということであり、成果が重要になります。その成

果を積み重ねることで「開かれた議会」への扉が開か

れることを学びました。

　真庭市議会は住民に寄り添い、思いを実現するた

めに情報を積極的に公開し、住民参加を促進するこ

とで「開かれた議会」の次のステージに進むことを目

指します。写真はワークショップの様子。

　３月30日、「放課後児童クラブきやまっこ」の開所

式が開催されました。開設に当たり、社会福祉法人檜

山荘の支援を受け、場所は公共施設を活用するよう

にと市からの指導により、落合人権・福祉センターに

開設となりました。将来は、木山小学校に移転するこ

とになっています。写真はきやまっこの開所式。

新規就農林者への激励と紹介

放課後児童クラブきやまっこ開設

　３月10日「Ｓ
エスディージーズ

ＤＧs未来都市真庭フォーラム」が勝

山文化センターで開催されました。ＳＤＧsとは、持

続可能な開発目標のことで、誰一人取り残さない理

念のもと、多様性と包摂性のある社会を目指す17の

共通目標です。（写真左は太田昇市長）

　フォーラムでは、市民団体の活動発表、俳優の伊勢

谷友介氏と太田市長の対談がありました。

ＳＤＧｓを学ぶ 写真右は伊勢谷友介氏

GIKAI  NO  UGOKI

議 会

き
の

動

研修で開かれた議会を学ぶ

１月 ２月 ３月 ４月編
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市民の広場

「
市
民
と
議
会
の
い
い
関

係
づ
く
り
」の
た
め
、が
ん

ば
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
会
広
報
編
集

　
　
　
　
特
別
委
員
会

議
広
会
報

　自然形態の破滅は、生態系の異変に繋がっていく。

現実は山崩れ、河川の水質の悪化に端的に表れてい

る。中でも気になるのは水質悪化である。水質の保

全、浄化にはいかに森林が大事であるかを全市民は

認識しなければならない。山は荒れ放題、河川は汚

れ、魚介類、水生昆虫も住めない最悪の状況にある

事を知っていただきたい。

　そうした中で幸いな事に市の努力により真庭市は

ＳＤＧｓ未来都市に選定された。有難い事である。

Ｓ
エ ス デ ィ ー ジ ー ズ

ＤＧｓ未来都市選定に感謝

産業建設常任委員会　委員長　河部　辰夫

　議会は、平成28年12月、議会基本条例の全面実践

を目指して、全議員合意で、議会活性化15施策を決

定しました。その軸に、委員会活動を中心にした政策

形成サイクルがあります。市民意見や要望を市政に

反映させることは、住民福祉の向上に直接的に繋が

ります。

　市民の皆さんとともに、委員が自由に論議しなが

らくらしに役立つ政策づくりができたらと思います。

　市民の皆さんの声を聴かせてください。

くらしに役立つ政策づくり

文教厚生常任委員会　委員長　岡﨑　陽輔

　総務常任委員会では、今後２年間の活動目標とし

て、①ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標17項目）の推進

策②高等教育機関（日本語学校・市独自の専門学校

等）立地可能性調査の研究③地域の防災力強化（災

害に強い町づくり）の推進④人口減少に伴う担い手

不足対策（移住・定住・交流人口の増加策）を政策立案

の４本柱として、政策提案に向けた調査研究を行い、

実現可能な施策を提案する活動を行います。皆さま

のご意見等お待ちしております。

実現可能な施策を提案する

総務常任委員会　委員長　原　秀樹

　議長の諮問機関として、議会定例会と臨時会の会

期や議案の取扱いなど議会運営にかかわる事項に関

して十分に協議を行い円滑な運営に取り組みます。

　また、議会運営委員会の会議運営にあたっては、全

会一致で決定できるよう委員等の相互理解に努めま

す。議会活性化を進めるための15施策に積極的に取

り組み議会改革を推進してまいりますので、皆さまの

ご支援とご協力をよろしくお願いいたします。

議会改革を推進していく

議会運営委員会　委員長　築澤　敏夫

逆さ蒜山　安東弘貴　里海米写真コンテスト最優秀賞作品

私のふる里　難波己喜夫

ジンカン　東京　大月康成

やる気　洗耳

文
教
厚
生

総

務

議

運

産
業
建
設

しあわせ　は

地域サロンのランチ　さくらもち

ふるさと
１ 枚

真庭里海米
Ｔ
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市民の広場
MANIWA

ここは市民みんなでつくるページです
楽しい気持ちでご参加ください

SHIMIN
NO

HIROBA

市民
広場

の

まんまるまほちゃん　港の洋子

ユキちゃんの海の中の世界　keと

明日に向かってジャンプ　Yu-

ちっちゃなカメラマン　ヨコ

旧遷喬小学校　岩垣正道作　寄付いただいた版画は校長室に展示しています

BO　絵画、写真などを募集しています。住

所、氏名、電話番号を書いてください。ペン

ネームを希望される場合も連絡先と氏名

が書いてあることが必要です。

　「投稿！言いたい」は200字以内にまと

め、ご応募ください。文責として氏名を掲

載します。誹謗中傷等の内容や紙面の都

合上、掲載できない場合があります。集 応募先 真庭市議会

宛先:24ページの緑帯欄に記載しています

上田文化祭ファッションショー　Ｍ子 水彩画　Ｒジュニア

ピカチュウ　せい 桜　竹原チルドレン 東京オリンピック　み＆そ

早く帰ってきて　ミー木工芸寄木　西本光男

議会はエコバックを推奨しています
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本
会
議（
開
会
、提
案
説
明
）

本
会
議（一般
質
問
）

本
会
議（一般
質
問
）

本
会
議（一般
質
問
、議
案
質
疑
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  

常
任
委
員
会

　
　
　
　

  

予
算
審
査
特
別
委
員
会

本
会
議（
委
員
長
報
告
、採
決
、閉
会
）

31
日

５
日

６
日

７
日

11
日

17
日

21
日

５
月

６
月

　９月定例会の請願と陳情の受付は、８月30

日（金）までです。

　　　９月定例会の締切は８月30日(金)、

　　　12月定例会の締切は11月29日(金)、

　来年３月定例会の締切は１月31日(金)、

までです。様式などの問い合わせは議会事

務局までお願いします。ただし、土日祝祭日

等の市役所の閉庁日は除きます。

　市政などについての意見や要望があるとき

は、誰でも請願や陳情を議会に提出すること

ができます。

　請願は、議員の紹介を必要とするのに対し、

陳情の場合は、議員の紹介は必要ありません。

（
金
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
火
）

（
月
）

（
金
）

9月定例会の請願・陳情は
８月30日㈮まで

ちょっと
１ 枚 私たちが議会広報を作っています よろしくお願いします

谷本

南山本 氏平 大月 緒形

６
月
定
例
会
の

日
程

お知らせお知らせ

平成を振り返る・・・

●
会
議
は
通
常
午
前
９
時
30
分
に
開
会
し
ま
す
。

●
こ
の
日
程
は
予
定
で
す
。

　正解者の中から３人に「糀
こうじ

味ドレッシング」セ

ットが当たります。はがきに答えとあなたの住所・

氏名を本ページ緑欄に

記載している真庭市議

会までお送りください。

当選者の発表は商品の

発送をもって代えさせ

ていただきます。締切

は7月31日（水）です。

　前号の応募総数は71

通で、正解者 70人で

した。ご応募ありがと

うございました。

昨年茨城県小美玉市
で初めて開催され、今
年9月に蒜山で開催
されるのは
“○○○○○
　  サミット”

議会改革 新たなステージへ

議
会
。

まにわまにわ市   章

真庭市議会広報 第56号第56号
６月１日発行

令和元年［2019年］

12
月
か
ら
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

も
う
み
ん
な
慣
れ
ま
し
た

タ
ブ
レ
ッ
ト

議
会

令和を記念して、真庭市議会広報まにわに名前を変更しました

古
南
源
二 

議
長

緒
形
尚 

副
議
長

築
澤
敏
夫 

議
運
委
員
長

案
内
を
19
ペ
ー
ジ
に
掲
載

原
秀
樹 

総
務

河
部
辰
夫 

産
業
建
設

岡
﨑
陽
輔 

文
教
厚
生

オ
ー
ル
真
庭
市
議
会
は

事
務
局
職
員
の
力
も
あ
る

　
　
　
　
　
　
　 

by
緒
形

神
田
幸
宏 

主
事

南
俊
樹 

主
幹

河
本
京
子 

事
務
局
長

赤
松
ひ
と
み 

主
幹

平
田
延
秀 

参
事

女
性
初
の

事
務
局
長

３
人
の
常
任
委
員
長

一
丁
目
一
番
地
は

議
会
改
革
　by
古
南

今
年
も
開
催

報
告
会

語
る
会

令和

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

晴
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使
っ
た
隈
研
吾
氏
設
計
の
建
物

を
三
菱
地
所
が
建
設
、
活
用
し
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
、
解
体
し
、
真
庭
市

が
蒜
山
に
移
築
す
る
と
発
表
し
ま
し
た

議
会
は
た
だ
い
ま
調
査
研
究
中
絵
は
イ
メ
ー
ジ

議会はエコバックを推奨しています議会はエコバックを推奨しています

議会は５月１日から
クールビズに取り組んでいます
議会は５月１日から
クールビズに取り組んでいます

令和は５月１日スタート

写真は昨年の草加部会場写真は昨年の草加部会場

新
緑
の
市
役
所

議
会
は
４
階
で
す

ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い

あ
た
ら
し
い

56

元

６

T
E
L（
0
8
6
7
）4
2
-12
7
2
　
FA
X（
0
8
6
7
）4
2
-14
2
0

〒
７
１
９
ー

３
２
９
２

令
和
令
和

真
庭
市
議
会
広
報

　

元
号
が
令
和
に
な
っ
て
１
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
皆

さ
ん
何
回「
令
和
」
と
お
書
き
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

真
庭
市
は
令
和
元
年（
２
０
１
９
年
）
と
併
記
す
る
と

決
め
ま
し
た
。
令
和
時
代
、
災
害
の
な
い
お
だ
や
か
な

日
々
が
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。  

 
 

敬
称
略

　

さ
て
、
平
成
の
30
年
で
首
相（
総
理
大
臣
）は
17
人
で

し
た
。
ち
ょ
っ
と
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。
①
竹
下
登
②

宇
野
宗
佑 

③
海
部
俊
樹 

④
宮
澤
喜
一 

⑤
細
川
護
煕 

⑥
羽
田
孜 

⑦
村
山
富
市 

⑧
橋
本
龍
太
郎 

⑨
小
渕

恵
三 

⑩
森
喜
朗 

⑪
小
泉
純
一
郎 

⑫
安
倍
晋
三 

⑬

福
田
康
夫 

⑭
麻
生
太
郎 

⑮
鳩
山
由
紀
夫 

⑯
菅
直
人 

⑰
野
田
佳
彦 

⑱
安
倍
晋
三
で
す
。
再
登
板
の
安
倍
政

権
と
小
泉
政
権
が
長
か
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

平
成
17
年
３
月
31
日
に
、
北
房
、
落
合
、
久
世
、
勝
山
、

美
甘
、湯
原
、中
和
、八
束
、川
上
の
９
町
村
が
合
併
し
て

真
庭
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
今
年
度
15
周
年
を
迎
え
ま

す
。
真
庭
市
議
会
の
議
長
は
８
人
で
し
た
。
①
小
谷
孝

佳 

②
池
田
正
行 

③
池
田
文
治 

④
森
田
一
文 

⑤
河

部
辰
夫 

⑥
長
尾
修 

⑦
竹
原
茂
三 

⑧
長
尾
修
⑨
古
南

源
二
で
す
。
１
番
長
く
し
た
議
長
は
長
尾
修
で
、
令
和

元
年
の
議
長
は
古
南
源
二
で
す
。

　

古
南
議
会
に
乞
う
ご
期
待
を
。

クイズ
議 会

13
日（
木
）

12
日（
水
）

18
日（
火
）
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